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今月のフェアリー詰将棋

・ 推理将棋13回出題
・ JIGSAW BOX #3
・ おもちゃ箱カピタン展示室
・ 九州G作品展 #16
・ Ｏ ＦＭ第 137 回出題

結果発表

・ 第11回アンチキルケばか詰作品展
・ 第11回 PWC ばか詰作品展
・ 第 136 回 OFM 出題
・ 推理将棋12回出題

読み物
・ 中村雅哉作Ｐ Ｇ56手のすべて
・ Messignyばか詰入門
・ NEWS

第１号
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は じ め に

一体、いつの間に自分がやることになったの
か分からないのだが、気がついたら自分がや
っていた。お気楽な気持ちで第０号を創った
ら、詰将棋メモに大々的に取り上げられて後
へ引けなくなってしまったというのが正直な
所。
それにしても作品展を開いてもミスだらけで
たくさんの人に迷惑をかけているのにこんな
私でいいのだろうか？まあ印刷物と違ってす
ぐに訂正できるからね。
現在のフェアリー詰将棋界はネットを除くと
発表場所が詰パラのみである。これだけでは
少なすぎる。ネット上では、各担当者により
いろいろな催しが開催されているので現在は
こちらが本流の感さえする。しかし、開催場
所もまちまちであり、たとえば Fairy Top Ⅸ
選考時に候補作をすべて見ようと思うと結構
大変だったりする。
そこで、全てを網羅したような冊子があれば
便利ではないか？と思ったのがそもそもの始
まり。誰かやってくれないかな？とは全員が
思ってたでしょう。
ある方よりウェブマガジンとは何ですか？ホ
ームページとどう違うのですか？と質問され
ました。実は私もよく知らないんですね。と
りあえずは PDF ファイルにて配布し各自印
刷したら１冊の冊子になるものとお答えしま
したが、正解かどうかは怪しい。
内容としましては、当面はネット上で開催さ
れている解答募集形式の作品展の掲載が主と
なります。各担当者様より転載の許可を快く
頂きましたので、ご迷惑だけはかけないよう
にしたいと思っております。解答が増える一
助になればいいと思います。
その他には読み物、研究などをどんどん掲載
していきたいと思っていますが、こればかり
は投稿頂けないとどうにもなりませんので、
皆様のご協力を節にお願いするものでありま
す。
今回はフェアリーパラダイスということで普
通詰将棋は取り上げられません。その点はお
詫び申し上げます。そこまでやるのは一人の
力では無理です。どなたか手を上げていただ
ければ私は少なからず協力したいとは思って
います。

今月の目玉は何と言っても詰パラ 4 月号に掲
載された中村雅哉氏のプルーフゲーム 56 手の
投稿原稿掲載です。今回新たに WFP 用に内容
を書き直して頂いております。投稿原稿と言う
より１つの読み物として素晴らしい内容です。
解いた人も解かなかった人も是非読んでほしい
と思います。

【 募 集 】

Web Fairy Paradiseでは以下の通り投稿を受
け付けますのでよろしくお願いします。

常設フェアリー作品展用作品

毎月詰パラのような感じで常設の作品発表
場所を設けようと考えています。余り題数が
多くなっても困るのですが１人１作程度くら
ならいけるかなと思っています。出来れば担
当も募集したいところですが、１ヶ月周期で
の発行となるとネットであれば翌月に解答発
表したいところであり作稿期間が 5 日位しか
とれなさそうです。当面は私が担当します。

・ フェアリー詰将棋ならなんでも
・ 推理将棋も可
・ 検討は作者の責任でお願いします。
・ 投稿作にはルール名、図、作意、コメ

ントをお書き下さい。

読み物

フェアリー詰将棋に関するものに限らず日常
のことでも研究物でも４コマ漫画からパロデ
ィ、イラスト、マイベスト１０、自己紹介、何
でも OK です。ページが埋まれば私は嬉しい？
読者サロンのような感じで送っていただければ
と思います。

感想

第１号の感想、今後の要望、ご意見等なんで
も結構です。是非メールにて私まで

皆様の反応が私の意欲に成りますので是非ご
協力をお願いします。

たくぼん： takuji@dokidoki.ne.jp
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詰 将 棋 メ モ

推 理 将 棋 第 13 回 出 題

将棋についての会話をヒントに将棋の指し手を
復元するパズル、推理将棋の第１３回出題で
す。はじめての方は
どんな将棋だったの？ - 推理将棋入門
（ http://toybox.tea-nifty.com/memo/2007/05/po
st_53f2.html）をごらんください。

解答、感想はメールで２００８年７月２０日ま
でに TETSU まで（ omochabako@nifty.com ）
メールの題名は「推理将棋第１３回解答」でお
願いします。
全解答者から抽選で１名に賞品リスト
(http://www.ne.jp/asahi/tetsu/toybox/tenji/shoh
in.htm) からどれでも一つご希望のものをプレ
ゼント！

推理将棋第１３回出題 オール初級
担当 ミニベロ

今回はオール初級の７手・８手・８手。易し
い３題です。多くの解答をお待ちしています。

13-1 橘圭吾作 強欲 ７手
７手２８種のどれにあたる？

13-2 リーグ戦ファン作 縦列駐車 ８手
初解答した次の月にもう出題！

13-3 魚熊作 字数の多い棋譜 ８手
今売り出しの新鋭の実力拝見！

１３ - １ 橘圭吾作 強欲 ７手

「さっきの相手、駒を取れるときは必ず取る奴
だったんだ」
「やな奴だね。勿論やっつけたんだろうね」
「２手目に５２玉と指したら、７手で詰まされ
ちゃった」
「弱い奴だね！」

・ ７手で詰み
・ 先手は駒を取れる時には必ず取った
・ ２手目は５２玉

７手の手順を推理してくださいね。

１３ - ２ リーグ戦ファン作 縦列駐車 ８手

「初手が歩突きでない、変わった趣向のあの将
棋、８手で詰んだって？」
「この駒が縦に二枚並んでる詰め上がり図が面
白いだろ。歩だったら二歩だけど、さしずめこ
れは二？ってところだ。トドメは駒打ちでも駒
成りでもなかったよ」
「さすがに歩なら二枚並べないと思うけど」

・ ８手で詰んだ
・ 終局時、２枚の同種駒が縦に接して同じ方

向に並んでいた（成り駒と生駒は別とす
る）

・ 先手の初手は歩の手ではない
・ 最後の手は成る手でも打つ手でもない

どんな将棋だったのか、推理してくださいね。

１３ - ３ 魚熊作 字数の多い棋譜 ８手

「この棋譜見てくれよ」
「８手しかないね」
「その割に字数が多いだろ」
「最初は普通なのに、３手目からは妙にごちゃ
ごちゃしてるね」
「右・左・寄・成・不成が出そろってるだろ」

・ ８手で詰み
・ ３手目以降に「右」「左」「寄」「成」

「不成」の手があった。
※一つの手に複数付いていてもかまいませ

ん。

さて、どんな棋譜だったのでしょうか？

＊本稿は、ＴＥＴＳＵさんのご好意により詰将
棋メモより（http://toybox.tea-nifty.com/）より
転載させて頂いております。
締切までに日にちがありませんが解答よろしく
お願い致します。



・アマレン 杯 握 り 詰 便 乗 作 品 展 JIGSAW BOX #03

今年は駒種からして投稿数が不安だったのです
が、結果的には作品数は過去最高！ 応募して
下さった方々には心から感謝致します。

折角９作も集まったので、今回は２コース制
を採用しました。

Ａコースは協力詰を中心に、比較的ルール・
条件の組み合せがシンプルな作品群。原則手数
昇順ですが、ルールを揃えた方が良いかなぁと
いう事で、第３番と第４番は非手数順です。

Ｂコースは性能変化系の特集。対面・安北・
安南・マドラシといろいろなルールが集まりま
した。配列は手数降順。

また、昨年に引き続き作者名を伏せて出題し
ますので、興味のある方は予想してみては如何
でしょうか。

小峰耕希

＜ルール説明＞
【ＳＴＭ】正式名称「ステイルメイト」。合法
的な着手が出来ない状態。
【安南】ある駒Ａの１マス後方に味方同士の駒
Ｂがある場合、Ａの性能（利き）がＢの性能に
変化する。
【安北】ある駒Ａの１マス前方に味方同士の駒
Ｂがある場合、Ａの性能（利き）がＢの性能に
変化する。（安南の逆）
【打歩協力詰】通称打歩ばか詰。必ず打歩で詰
ませなければならない協力詰。
【利き二歩】性能変化系ルールにおいて、玉を
取ったときに二歩になる手に対するルール解
釈。具体的には、下記局面を「詰んだ局

面」と見るのが「利き二歩有効」、「１１歩成
迄１手詰」と見るのが「利き二歩無効」。
【協力自玉ＳＴＭ】通称ばか自殺ステイルメイ
ト。略称協自ＳＴＭ。双方が協力して最短手数
で先手をステイルメイトする。
【協力詰】通称ばか詰。双方が協力して最短手
数で受方の玉を詰める。
【最悪詰】攻方はなるべく相手玉が詰まないよ
うに王手し、受方はなるべく早く自玉が詰むよ
うに応ずる。
【対面】ある駒Ａの１マス前方に敵駒Ｂがある
場合、Ａの性能（利き）とＢの性能（利き）が
入れ替わる。
【取禁】駒を取る手は原則禁手。但し、駒を取
らなければ王手を回避出来ない場合に限り、駒
を取って良い。（全取禁とは別ルール）
【マドラシ】ある駒Ａの利きに敵の同種駒Ｂが
入った場合、ＡとＢが感電（無能化）する。
【ロイヤル駒】玉と同じ扱い（敵駒の利きに立
ち入れない等）を受ける駒。

★参考文献（Webサイト）★
Onsite Fairy Mate http://www.abz.jp/~k7ro/

＜解答募集＞
・使用駒 ：玉飛桂香３歩６（±１枚可）
・出 題：７月１９日（土）
・解答締切：８月１７日（日）
・結果発表：９月７日（日） ←前倒しあり
・解答先 ：小峰耕希（スパム対策につき、下

記メアドを手入力お願いしま
す）
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＜出題・Ａコース＞

【出場者】 ５０音順、敬称略
荻絵香木 神無七郎 神無太郎 たくぼん

【コメント】
第３番と第４番は受方持駒制限がありますの

でご注意下さい。
又、第１番と第４番の作者は同じ方です。

Ａ―第１番

Ａ―第２番

Ａ―第３番

Ａ―第４番

Ａ―第５番
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＜出題・Ｂコース＞

【出場者】５０音順、敬称略
神無太郎 小峰耕希 たくぼん

【コメント】
第２番のルール解釈は「利き二歩有効」で

す。「利き二歩無効」と解釈すると手が続かな
いのですぐわかると思いますが (^^;)

第４番の２９桂はロイヤル駒ですので、解図
の際ご注意願下さい。またｆｍ未検討なので、
不完全作である可能性が排除出来ない点ご了承
願います。

第１番と第４番の作者は同じ方です。

Ｂ―第１番

Ｂ―第２番

Ｂ―第３番

Ｂ―第４番
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詰 将 棋 お も ち ゃ 箱

今月のカピタン展示室

* 本稿は TETSU さんのご好意でおもちゃ箱
http://www.ne.jp/asahi/tetsu/toybox/index.htm
より転載させて頂いております。

カピタン展示室 No.20

初入選 シン アンチキルケ協力詰 ７手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

龍

桂

龍

玉馬

※ 55 龍は王手ではありません
（ 28 龍に戻るので）

カピタン展示室 No.21

初入選 荻絵香木 協力詰 29手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

龍

王

歩

銀

玉

金

角

歩

桂

と

香

飛

香

※ 狙いは・・・の短手数記録

【ルール説明】

アンチキルケ
駒取りを行った場合、駒取りをした駒は最も
近い初期位置に戻る。

協力詰
先手後手協力して、最短手順で後手玉を詰ま
す。

解答募集： 解答、短評をメールでお寄せくだ
さい。 omochabako@nifty.com
解答は最終手と手数だけでＯＫです。
締切：２００８年７月末
全解答者から抽選で２名に詰将棋の本や
CD-ROM を呈賞。
１題でも解けたら是非ご解答ください。
正解者は各展示室のコーナーで掲載、全解答者
と当選者はその後ここで発表します。

★ シンさんは期待の新人、荻絵さんは好作連
発の注目の作家です。解いて損のない２題
です。たくさんの解答をお送り下さい。

作 品 募 集

各展示室向けの作品を募集します。投稿は下記
を明記してメールで。
omochabako@nifty.com
作者名・どの展示室向けか・図面・手順・狙

い（図面、手順は柿木将棋の kif 形式が望まし
い）
解説はご自分で書くことも可能です（歓迎しま
す）。お申し出ください。

アート展示室 美しい詰将棋
くるくる展示室 （暗算でも解ける）やさしい

趣向詰
記録展示室 何らかの記録を更新する作品
ドキドキ展示室 大道詰将棋（形良く誘い手の

ある作品）
研究展示室 裸玉、３００手以上の長手数

作品
記念展示室 記念曲詰など、何らかの記念

作品
カピタン展示室 フェアリー詰将棋
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Fairy of the Forest #16

■ 2008 年 05 月 05 日：
課題発表：初形で玉or王が５筋（協力詰）

■ 2008 年 06 月 28 日： 投稿締切
■ 2008 年 07 月 01 日： 出題
□ 2008 年 07 月 28 日： 解答締切
□ 2008 年 08 月 01 日： 結果発表

■ 課題発表
小峰耕希－次回希望課題（募集されてません
が、多分必要な筈なので）そろそろアイデアが
品切れなのですが、今回も捻り出しました。
「初形で玉or王が５筋」
他に案が無い場合は使ってやって下さい。

第 15 回の解答に付された上記文を見てビッ
クリ！ 第 16 回の課題募集をすっかり失念し
ていたのです。とは言え、いつも課題募集に応
じてくれる方は、小峰氏ほかごく少数。

考える余地もありません。小峰氏の案を採用
します。課題作の投稿締切は、６月 28 日
（土）です。作家の皆さん、よろしくお願いし
ます。偶数手詰（受先）も引き続き募集しま
す。

■ 出題
このたび「九州Gフェアリー別館」から
「 Fairy of the Forest 」に改称し、「妖精都
市」に移転してより広い発表の場を求めたので
すが、いきなり苦況に陥るはめになりました。

締切日までに集まったのは、太郎氏・七郎氏
から１作ずつで、合計たったの２作！ これは
もうたくぼん氏のwebマガジンに再移転するし
かないかと考えていたところ、そのたくぼん氏
から３作まとめての投稿がありました。まさに
救いの神です。 今回は何とか切り抜けられま
したが、ゆくゆくは上記マガジンへの移転を考
えなければならないでしょう。それについては
決まり次第また報告します。

今回の課題は「初形玉（王）が５筋」という
もの。３は受方の手から始まるのでご注意くだ
さい。解答締切は７月 28 日（月）です。多数
の解答・感想を期待します。

【解答宛先】
酒井博久 sakai8kyuu@hotmail.com

■ 16-01 たくぼん 協力詰 5 手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

角角

香

なし

と玉飛

■ 16-02 たくぼん 協力詰７手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

銀

香

玉馬

馬

■ 16-03 神無七郎 協力詰 8 手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

桂4

香玉

香

香
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■ 16-04 神無太郎
協力詰 19 手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

桂2歩

と

歩

と

と

玉

歩

と

歩

■ 16-05 たくぼん
協力詰 29 手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬

王香

なし

飛

香歩

歩

飛

玉

* 本稿は酒井さんのご好意により妖精都市
(http://www.geocities.jp/cavesfairy/)より転載
させて頂いております。解答は今月 28 日まで
ですのでたくさんの解答よろしくお願い致しま
す。

Onsite Fairy Mate 第 137回出題

開催日 ： 2008 年７月 13 日 ( 日 )
解答締切 ： 2008 年８月 2 日（土）
解答発表 ： 2008 年８月 3 日（日）

神無七郎作 協力詰５９手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

王

香

歩歩

桂歩16

香

全桂桂桂

玉

【ルール説明】

協力詰（＝ばか詰）
先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。

本作の解答を E-mail で
管理人（ janacek789@ybb.ne.jp）までお送りく
ださい。

【コメント】

今月の詰パラをお読みになった方は既にご存
知かと思いますが、私は看寿賞の選考委員を降
板しました。理由はいくつかありますが、一番
大きな要因は選考作業の負担が大きいことで
す。例えば、選考委員には３月頃に「候補作リ
スト」が示されますが、このリストには 60 作
以上の作品が含まれます。そして、投票や討議
のスケジュールに間に合わせるために、これを
一ヶ月以内に解かなければいけません。普段か
ら解答者・担当者として活動している人には既
知の作品が多いのでしょうが、いつもはフェア
リー欄しか読まず、気が向いたときだけ「大学
院」を見るという自分にとっては、その多くが
初見になります。しかも、自分にとって３月は
花粉症真っ只中の季節なので、集中するのが難
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しい状態で大量の解図を行わねばなりません。
大げさに言えば、この時期はいつも「ちょっと
した地獄」でした。当然、いくつかの作品は解
けずに「鑑賞」だけになったり、充分な分析が
できなかったりしました。また、私生活でも若
干の環境変化があり、これ以上の継続は無理と
判断して、昨年の選考作業の終了を機会に降板
を申し出ました。

私の選考委員の在任期間は５年だったわけで
すが、これは自分の感覚では「やや長い」と思
います。最近は選考委員だけでなく、詰棋校の
担当者や他の仕事でもかなり長期間同一人物が
担当することが多く、これはとても良くない傾
向だと感じています。詰将棋界は基本的にボラ
ンティアで成り立っているので、特定の人だけ
に仕事が集中しやすい傾向があります。だから
こそ、負担を分散することや、新人（“若い
人”だけでなく“能力のある未経験者”を含
む）をどうやって発掘するかということが、も
っと議論されたり試みられたりしても良いので
はないでしょうか。特定の人々に負担が集中す
ることにより、ますます仕事の引き受け手が減
るという悪循環からは何とか抜け出したいもの
です。

さて、今回の出題はフェアリーの基本中の基
本とも言える協力詰（通称：ばか詰）です。前
回の出題から本サイトでも「ばか詰」→「協力
詰」、「自殺詰」→「自玉詰」という用語の変
更を行っていますが、これは「不特定の読者に
よる閲覧を想定したWebでの出題では、こうい
う穏当な用語を使う方が適切だろう」という判
断に基づいています。もちろんルール自体は変
わっていませんので、多くの解答をお待ちして
います。

* 本稿は橋本さんのご好意によりOnsite Fairy
Mate(http://www.abz.jp/~k7ro/)より転載させて
頂いております。解答よろしくお願い致しま
す。

橋 本 孝 治 の ４コ マ 漫 画 １
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第 11 回 ア ン チ キ ル ケ

ば か 詰 作 品 展 解 説

主催 ：たくぼんのページ
開催日 ： 2008 年 6 月 15 日
解答締切 ： 2008 年 7 月 13 日

解答者数は 7 名とやや少なめでした、間が空き
すぎてルールが分からなくなった？かな。新し
い方から解答があり今後に期待できそうです。

① シン作（初登場）
アンチキルケばか詰 6 手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王龍

金

なし

角

玉歩

【作意】
28角打 73龍 同角生 /22 角 84角
86玉 87金 迄 6 手

★ 期待の新人シンさんの登場です。中国地方
在ということで伊達・吉川両君のライバル
出現といった感じでしょうか？今後に期待
できます。
本作はアンチキルケばか詰における初の受
先作品だと思うのですが、初手に主張があ
りとても新人の方の作品には見えません
ね。初手28を埋めるのが 3 手目を王手にす
る手段です。埋める駒が角以外だとどうな
るのでしょう？例えば28歩だと73龍と取っ
た時に龍がそのまま残ってしまい84角のラ
インが51に届かなくて不詰となります。73
龍を同角と取れる初手28角これがいい手で
す。ただ先手12玉が角を使うのが見えやす
いのでやや残念な配置です。投稿図には12
玉は無く 3 手目が成生非限定となっていた

のでやむなく私のアドバイスで配置となり
ましたが、よかったかどうかは分かりませ
ん。

橋本孝治－受先形式を活用した新手筋……い
や、シン手筋と呼ぶべきでしょうか。同じよう
でも合駒でこれをやったら狙いがミエミエにな
ってしまいますからね。A
冬眠蛙－２８角打！絶妙ですね！他の駒だと８
４角が５１に効かないので逃れ、というところ
がすごい。
隅の老人 B －帰れる、帰れない。２手目の王手
で、初手を発見。A
北村太路－１二玉がすべての秘密をばらしてし
まっているのが残念。しかし鮮やか手順で気持
ちいい。Ａ
シン－自分の作品は・・・無評価ってことでお
願いします。

② シン作（登場 2 回）
アンチキルケばか詰 ７手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀

角

飛

馬

玉

龍

【作意】
91角 36龍 /82 龍 同角成 /88 馬 56玉
55飛 67玉 77馬 迄 7 手

★ 初手角を打つ場所はかなり多く悩ましいで
すが、 2 手目合駒を取ることを考えれば非
限定にならない 91 角が見えることでしょ
う。この時に、駒を打つ合駒は非限定にな
りますので 36 龍 /82 龍しかありません。
アンチキルケルールに馴染んでないとなか
なか見えにくい筋ではあります。
その後は 51 を抑える 55 飛を打ってコン
パクトに詰上げます。 27 飛を龍にしてど
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っちの龍に取らせるか？という創り方もあ
ったかもしれませんがもう 1 枚駒を置かな
いといけないようです。

橋本孝治－右辺が主戦場かと思ったら、左辺が
本当の主戦場でした。しかも「アンチキルケ版
魔女返し」の感覚をすっかり忘れていたので、
結構解くのに時間が掛かりました。B
冬眠蛙－角打が限定になるところはここしかな
いですから。…とかいいながら３６龍が見えず
だいぶ苦労しました。銀とか思わせぶりすぎで
す（笑）
隅の老人 B －先ずは何処かへ角打だろう。で
も、この合駒には、驚いた。A
シン－同じく無評価。しかし、無理矢理感たっ
ぷりですね（＾＾；
★ 簡素な初形が作者のセンスの良さを感じさ

せますね。

③ たくぼん作（登場 25 回）
アンチキルケ打歩ばか詰 ７手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

香

桂

香

桂

角

飛

桂

香

玉

龍

馬

金

【作意】
57角 35歩 同桂 25飛 43桂生 14玉
15歩 迄 7 手

★ 法則系がきらいな私ですが、ひょうな事か
ら出来たのが本作。とはいえ無理創りの感
は拭えず、案の定解答者からの評判もイマ
イチでした。
初手は46角でも同じように見えますがある
事情により57限定、 5 手目も51には63桂が
利いていますので43桂成でもよさそうに見
えますがこれもある事情で生限定。そのあ
る事情とは・・・。

詰上図

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

香

歩

香

桂

角

桂

なし

玉

桂

香

飛

龍

馬

金

★ 詰上図を見ると同馬または同飛と取れそう
に見えます。しかし同馬 /22 馬は先手玉が
打歩ではなく詰んでしまうので禁手。同様
に同飛 /82 飛も先手玉が詰んでしまうので
禁手となるのです。ある事情とは同飛 /82
飛の局面で初手が46角であれば、同角 /88
角と取ることが可能。また43桂生が成だと
同飛 /82 飛の局面で52成桂などの応手が可
能となり不詰という事でした。
そして誰にも気付かれませんでしたが63桂
は不要駒。なぜ配置したか？43桂生に51に
利かす為という役割を与えたくなかったの
です。この気持ち分かってもらえるかな
あ。また68金はと金でも余詰が生じるし初
手限定の為にも絶妙な配置と思っているの
ですが全然そう見えないのが悲しいです
ね。

橋本孝治－飛でも馬でも取れない最終手。
これの究極は何枚でしょう？ 「飛馬金銀圭
と」の５枚？ B
★ これは出来る？誰かお願いします。
隅の老人 B －打歩詰、なぬ？法則問題で難解。
68金の意味が最後に分かる。 A
北村太路－どう見ても法則型にしか見えないけ
ど手順がわからない。解けなかったくせに、６
三桂とか６八金とかもう少し配置がなんとかな
らなかったんですか？と聞いてみたい（笑）
シン－なるほど、最終手はどの駒でも取れない
のですね。B （ＦＭ使用）
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④ 伊達悠作（登場６回）
アンチキルケ打歩ばか詰 ９手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

馬飛

香

銀

馬

玉

香

龍銀

【作意】
26香 24歩 同馬 /88 馬 31玉
61飛生 42玉 33馬 52玉 53歩
迄 9 手

【作者コメント 2006/7のメール】
アンチキルケ打ち歩ばか詰で９手です。

実はこの作品、今までのアンチキルケばか
詰作品展の中にもなかったある狙いが隠れ
ています。実際、この狙いは今まで２作し
か前例がありません。・・・・・・・って
いったらわかるか。
まあ要するにこの狙いを無理やりに打ち歩
に持ってきただけの作品ともいえますが。
９枚に抑えることができたので満足と言え
ば満足です。ただし攻め方１五歩配置は残
念ではあります（なかったら余詰が多発し
ました）。

★ 現在受験生で某大学を目指す伊達君の 2 年
前の投稿作です。打歩と言えば伊達です
ね。第 10 回にぎりぎりで間に合わず約 2
年間日の目を見ることが出来ませんでし
た。ごめんね。 27 香配置から初手は 26
香は読めそうですね、慣れて来ると 24 歩
合、同馬 /88 馬の三重王手は何となく分か
るようになってきます。（橋本さんのよう
に裏を読みすぎる場合もありますが、 2 年
前の作品ですので作者は純情？です）
後は詰み型を考える手順ですが、当然とは
言え 61 飛生が上手い一手。 33 馬で 51
を抑えて 53 歩まで。ここで改めて初手

26 香の意味が分かりました。 25 香だと
最終手に同馬 /22 馬があるんですね。
難しそうでそうでないと言った感じでしょ
うが抑えるところは抑えてあるのはさすが
です。

橋本孝治－ 26 香 24 歩 … の筋は最初に目に
付いたのですが、「三重王手はきっと罠に違い
ない」と余計な深読みをしてしまいました。
散々他の筋を読んだ後、答えが分かって脱力
……アンチキルケの勘も鈍ってますが、解図の
勘も鈍っているようです。A
隅の老人 B －４問目、調子が出てきた、これは
楽勝。61飛生が好手かな。A
シン－凄く難解・・・なんだと思います。 B
（ＦＭ使用）

⑤ 伊達悠作（登場７回）
アンチキルケ打歩ばか詰 ９手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

香

角2

歩

玉

飛

飛

【作意】
45角 54歩 同香 /19 香 54香
72角 92玉 56角 同香 /91 香
93歩 迄 9 手

【作者コメント】
この前、久しぶりにアンチキルケ打歩モノを創
ろうと思って盤に向かっていたら一つできたの
でお送りします。原案では余詰が一つしかなか
ったのですが、なかなかその余詰を消すことが
できませんでした。ふと消去案が浮かんだのは
電車の中。早速メモ帳に書き留めて家に帰って
からＦＭで調べてみると完全作。作意を見れば
わかりますが、「オーロラ」の角の限定合＋香
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車連打の筋をもとにしたもの。なかなかうまく
できたように思います。よろしくお願いしま
す。
★ 45角の限定打に54歩合（これは予想通り）

同香の時にどちらに復活するか選択肢は２
つ。99香とすると作意順の92玉が出来ない
ので遠い19香に復活します。その時の54香
合が実に上手い一手。オーロラでは玉方が
延命の為に香を打ちますが、本作は早く詰
むように香を打ちます。面白いですね。し
かし何のために香合？打歩の形を作るのに
91の空間が邪魔なんですね。何とかそこを
埋めたい。香の合駒を出して駒を取らせた
い！それを実現するのが初手の45地点の限
定打～54香～56角～同香 /91 香というわけ
です。まったく無駄のない配置でこの順が
表現できるとはまったく恐れ入りました。

橋本孝治－双方の香が 19 と 91 に跳ぶ大技を
とてもスッキリと実現しています。今回の作品
展で一番好きな作品です。A
隅の老人 B －歩合はともかく、香合はピカリ。
52歩が作意を暗示。A
シン－香が詰め上がりにまで働く。香が大活躍
な作品。A （ＦＭ使用）

【総評】

橋本孝治－以前のアンチキルケ作品展と比べる
と物足りませんが、インターバルの長さを考え
ると、意外と粒が揃っていた思います。定期開
催になれば、大物も出現するかも。

◇解答７名 全解３名
正 Ａ Ｂ Ｃ ※ 平均

① シン ６ ３ ０ ０ ３ 3.00
② シン ６ １ １ ０ ４ 2.50
③ たくぼん ４ １ １ ０ ２ 2.50
④ 伊達悠 ３ ２ １ ０ １ 2.67
⑤ 伊達悠 ３ ３ ０ ０ １ 3.00

【全題正解者】
橋本孝治、しろねこ、隅の老人B
【 2 題正解】
冬眠蛙、花井秀隆、シン
【１題正解】
北村太路
【当選者】シン

橋 本 孝 治 の ４コ マ 漫 画 ２
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第 11 回

PWC ば か 詰 作 品 展

主催 ：たくぼんのページ
開催日 ： 2008 年 6 月 15 日
解答締切 ： 2008 年 7 月 13 日

こちらの解答者数は６名。アンチキルケばか
詰より１名減でした。 PWC ルールの方が最近
ではメジャーな感じがしていたのでこれはやや
意外でした。

① 小峰耕希作（初登場）
PWC ばか詰 ３手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

飛
飛

玉

【作意】
53飛 58歩 同飛成 /53 歩 迄 3 手

【作者コメント】

角版を作っている内に、簡潔な表現法に気付き
ました。

★ 最初に送られてきた飛版は、配置駒が６枚
でした。それを１日で３枚に減らして再投
稿でした。
作品は２手目に何を合駒するか？角金銀は
逆王手、桂は行き所のない駒、香は最終手
で同香と取れるということで歩限定です。
この簡素な形での歩の限定合というだけで
充分な好作です。

橋本孝治－飛び駒に蓋をする手筋の簡潔な表
現。もしかしてこれが最少枚数？B

冬眠蛙－ＰＷＣ初めて解きました。これで詰ん
でるんですね！
隅の老人 B －先ずは、ル－ル確認。解けたぞ、
②を解こう。３手詰でも好手がいっぱい。①に
最適の出題です。A
北村太路－客寄せを買って出てくれて感謝。
しかし評価となると・・・ C 。もしくは D、あ
るいは E ？（自分は何もしないくせに他人にだ
けは超キビシイ） * ①②に対する評です

② 小峰耕希作（登場 2 回）
PWC ばか詰 ３手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

角
龍

玉龍

歩

角

【作意】
73角 28香 同角成 /73 香 迄 3 手

【作者コメント】

こちらももう少し配置を削る事が出来るのかも
知れません。あとは香ですか。

★ こちらの場合も、龍金銀は逆王手、桂は行
き所のない駒、歩は二歩というわけで香限
定。配置駒がやや多い（①が少なすぎるん
だな）感じが解答者はしたようです。

橋本孝治－蓋が消えないように合駒の種類を選
ぶという意味付けが面白い。飛２枚の配置はち
ょっと残念ですが。B
冬眠蛙－①の方がシンプルな分出来が良い…か
な？
隅の老人 B －①の余勢で②です。創り手も解き
手も気分は同じ。前が飛車なら、今度は角か。
香合が少し良いね。A
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③ 神無七郎作（登場 10 回）
PWC 打歩ばか詰 26 手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金

香

歩

桂

角

歩

銀

歩

金

歩

玉

歩

金

歩

銀

歩

桂

飛

歩

香

歩

【作意】
74歩 42金 同玉 /51 金 41金 /51 金
52玉 42金 62玉 52金 72玉 62金
73玉 72金 同飛 /82 金 83金 /82 歩
62玉 73金 52玉 63金 同玉 /52 金
53金 /52 歩 64玉 54金 73玉 64金
62玉 63歩 迄 26手

【詰上図】

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

金

なし

香

歩

桂

角

歩

銀

歩歩

金

歩

金

玉

銀

飛

歩

桂

歩

香

歩

★ 本作と次の④の作品は、昨年１２月に私が
日記で後手実戦初形偶数手ばか詰シリーズ
のネタを書いた時に例題用として３作送ら
れてきたものの中の２作です。残り１作の
12手の作品は当時日記で解答募集しました
がこの２作は難易度からこちらの作品展に
て発表となりました。

本作には初手54歩とする強烈な紛れがありま

す。ここから42金、同銀 /31 金、41金 /31 金
～や62金、同玉 /51 金、61金 /51 金～などい
ろいろな手段があり、その順は取った１枚の
歩をと金にして使うものだが、どうしても２
手オーバーとなる。
また、初手64歩もキワドイ。
作意同様に追う順にもなるが途中 4 筋まで玉
が戻らなければならずこれも２手オーバーと
なる。初手54歩、43歩、63歩を散々考えた挙
句73歩を考えることになるというのが普通の
考え方とするとかなりの解答者が苦戦したの
ではないだろうか？

先手の金が 8 筋まで行く順が発見できる
か？がポイントとなる。72を埋める駒が歩で
はなく飛という順が唯一解というのが私には
信じられない気がする・・・。
作者を除く正解者は闇雲流総帥・隅の老人 B
さんと、作品展初解答のしろねこさんの２名
だけ。しろねこさんの解図力は相当なもので
すね。

★ 最後に１つだけ、 *11 香、13歩、21桂、23
歩、93歩の 5 枚はその１枚のみ除いても作
意は成立します。

隅の老人 B －こんな作品の初手が分かる筈がな
い。先ずは金打、追っかけよう。いづれ何処か
で、２歩禁利用で歩を手に入れる？それから先
が長かった、運も良かった、万歳三唱。A

④ 神無七郎作（登場11回）
PWC 打歩ばか詰 38 手
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【作意】
64歩 52歩 62玉 63歩 52玉 62歩成
同金 /61 と 51と 同金 /41 と 42と
61玉 52と 同玉 /61 と 62と /61 金
41玉 52と 同玉 /41 と 42と 62玉
52と 63玉 53と /52 歩 72玉 63と
同玉 /72 と 62と 53玉 54歩 42玉
53歩成 32玉 43と 41玉 42歩 同銀
52と寄 31玉 32歩 迄 38手

【詰上図】
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【作者コメント】

日記で出題されていた「偶数手実戦初形ばか
詰」のシリーズに影響を受けて、いくつか試作
しましたので投稿します。

★ 本作にも強力な紛れがある初手44歩であ
る。40手解が 9 解あり44歩から入るととん
でもないことになったであろう。たとえば
その解の中にこんな順がある。

44歩 52 歩 42 玉 52 玉 42 歩成 同金
/41 と 51 と 同金 /61 と 62 と 41 玉
52と 同玉 /41 と 42 と /41 金 61 玉 52
と 同玉 /61 と 51 と /61 金 42 玉 41 と
/51 金 32 玉 31 と /41 銀 42 玉 32 と
43玉 33 と /32 歩 52 玉 43 と 62 玉 53
と 同玉 /62 と 63 と /62 歩 54 玉 64 と
43玉 54 と 42 玉 43 歩 52 玉 53 歩 迄
40手

18手目より、先手のと金が51～41～31～32～
33～43～53～63～64～54と連続移動する順が

美しい見事な順だ！でも２手オーバー。この
辺りを彷徨いだすともうにっちもさっちもい
かない。おまけに作意の初手64歩にも２手オ
ーバーの順は山ほどある。③のように玉を２
段目で詰まそうとするとどうしても38手では
収まらないのだ。本作を解くコツは唯一つ
「根性」ひたすら駒を動かし続けることだ！
本作では28手目54歩～53歩成～詰上りが見え
るかどうかがポイントのようだ。本作も作者
を除く正解者は闇雲流総帥・隅の老人 B さん
と、作品展初解答のしろねこさんの２名だけ
であった。
最後にこちらも、11香、13歩、82飛、91香の
4 枚はその１枚のみ除いても作意は成立しま
す。（あるほうが自然ですよね）

隅の老人 B －持駒が３歩ある、歩は取らなくて
も、大丈夫？先ずは52歩打、すぐにダメ。４，
５、６筋の歩を突いてみる。行けそう、また、
根気仕事の始まりです。閃きのない私には、こ
んな解き方しか出来ません。解けた？時には、
ハイライトが１箱以上は消えていた。禁煙宣言
は幾度したやら、７２才、まだ生きている。A

⑤ 神無七郎作（登場12回）
PWC 打歩ばか詰 73 手
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【作意】
28銀 /29 飛 18玉 27銀 17玉
26銀 /27 と 28玉 17銀 19玉
28銀 18玉 19銀 17玉
18銀 同と /27 銀 26銀 28玉
17銀 27玉 28銀 同飛生 /29 銀
18銀 /29 と 26玉 17銀 同と /16 銀
27銀 25玉 26銀 16玉
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25銀 同飛生 /28 銀 17銀 /28 と 27玉
28銀 /17 と 18玉 19銀 27玉
18銀 同と /17 銀 16銀 26玉
15銀 /16 歩 17玉 26銀 28玉
17銀 27玉 28銀 26玉
27銀 15玉 16銀 /27 歩 26玉
15銀 17玉 26銀 16玉
17銀 同と /18 銀 27銀 /18 歩 15玉
26銀 16玉 17銀 /26 と 27玉
28銀 同と /29 銀 18銀 16玉
27銀 同と上 /26 銀 17銀 15玉
16歩 迄 73手

【詰上図】
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【作者のコメント】

例によっての銀追いパズル。初形が「Ｐ」っぽ
く見えるのは仕様です

隅の老人 B －今回の出題で最長手数だが、難度
は５題中で３番かな。手順はともかく、歩の入
手方法と最終局面が、なんとなく分かる。
目標は決まった。後は、いつもの闇雲流、時間
はたっぷり、暇、暇、暇。煙草も買った。後は
駒を動かすだけです。A

★ いよいよラストは箱物の PWC 打歩ばか詰で
す。狭い空間ですのでこちらもひたすら駒
を動かせば解けると思います。同一局面に
ならないように手を続けていけば意外とい
けたりするんですよ。（全然解説になって
いない）
歩の入手方法は盤面に歩が１枚しかありま
せんので二歩ではなく行き所のない駒で取

ります。また詰上りは銀と歩で詰型を考え
ればそんなに難しくはないでしょう。それ
にしてもこの僅か10の空間で73手もの手順
が繰り広げられるのですから PWC も奥が広
いですね。

【総評】

橋本孝治－自作が半分以上なので解答が楽です
ねぇ。良いような悪いような…。でも、ＰＷＣ
はルールが分かり易いので、今後はコンスタン
トに作品が集まりそうな気がします。
★投稿よろしくお願いします
北村太路－表紙のフェアリーっぽい絵がカッコ
いい。最後の駒の絵がカワイイ。
★ネットからの拾い物です。
花井秀隆－はじめまして。花井秀隆と申しま
す。解けたぶんだけですが、解答を送りたいと
思います。 ( ちなみに私は洞江元太と同じ高校
の２年です )
★今後ともよろしくおねがいします。創作も期
待しています。

◇解答６名 全解３名
正 Ａ Ｂ Ｃ ※ 平均

① 小峰耕希 ６ １ １ １ ３ 2.00
② 小峰耕希 ６ １ １ １ ３ 2.00
③ 神無七郎 ３ １ ０ ０ ２ 3.00
④ 神無七郎 ３ １ ０ ０ ２ 3.00
⑤ 神無七郎 ３ １ ０ ０ ２ 3.00

【全題正解者】
橋本孝治、しろねこ、隅の老人B
【 2 題正解】
冬眠蛙、北村太路、花井秀隆
【当選者】花井秀隆

---------------------------------------------------------------

全回開催から 2 年経ってしまいましたが、ある
程度の解答者と新しい方の参加があり少なから
ず開催した意義があったと思います。
今後は常設展示室にての出題という形になりま
すが、アンチキルケ＆ PWC ばか詰共によろし
くお願い致します。

たくぼん
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Onsite Fairy Mate 第 136 回出題解答

開催日 ： 2008 年６月 1 ５日 ( 日 )
解答締切 ： 2008 年７月 ５日（土）
解答発表 ： 2008 年７月 ６日（日）

神無七郎作
成禁協力自王ステイルメイト １００手
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【出題時のコメント】

今月、本サイトで詰将棋用 XML ビューアを公開
しました。以前「ブラウザ上で動く盤面」とし
て JavaScript で書いていたものを、多くのブ
ラウザで使えるよう、Actionscriptで書き直し
たものです。新しい言語を覚えなければいけな
いので、リファレンスと首っ引きでプログラミ
ング作業を行ったわけですが、そこでひとつの
言葉が目に飛び込んできました。

「アフィン変換」

これを使えば、ベクトルで表された図形の回
転・伸縮・平行移動が一発でできるという優れ
モノなのですが、一般の人は「何それ？」とい
う感想しか持たないと思います。筆者も普通な
らそういう反応をするはずなのですが、この言
葉は例外でした。なぜなら、大学時代に何を思
ったか「アフィン空間」の講義を選択し、全然
ついていけずに単位を落とした記憶があるから
です。でも不思議と不快感はありません。むし
ろ予期しないところで古い友人に再会したよう

な気分です。
よく「日常生活で数学なんて使わない」という
人がいますが、事実はむしろ逆です。「犬も歩
けば数学に当たる」と言っても良いくらい日常
生活には数学が溢れています。それを普段意識
しないのは、蛇口を捻れば水が出ることを普段
は意識しないのと同じ理由です。「なぜ蛇口を
捻ると水が出るのだろう」と考え、それを追求
すると、数学のみならず物理、化学、社会、経
済、法律など、ありとあらゆる人間の活動が芋
づる式に出現します。筆者も普段はそんなこと
を意識して生活していませんが、たまには「日
常の舞台裏」を覗いてみるのも良いでしょう。
意外なものに意外なところで遭遇できるはずで
す。

さて、今回の出題は駒数制限オーバーの作で
す。ルール設定さえ理解できれば半分解けたも
同然ですが、気分転換にはなるかもしれませ
ん。

【ルール説明】

成禁
手順中に成る手があってはならない。

協力自玉ステイルメイト
先後協力して最短手数で攻方の王をステイル

メイトにする。
ステイルメイト

王手は掛かっていないが、指し手がない状
態。

【手順】

28銀 同玉 39 銀 同玉 48 銀 同玉 49 銀
同銀 37 銀 同玉 46銀 同玉 57 銀 同玉
58銀 同銀 68 銀 同玉 69 銀 同銀 79銀
同玉 88 銀 同玉 77 銀 同玉 78 銀 同銀
86銀 同玉 87銀 同銀 95 銀 同玉 84 銀
同玉 75 銀 同玉 76 銀 同銀 64銀 同玉
65銀 同銀 55 銀 同玉 56 銀 同銀 44 銀
同玉 45銀 同銀 35 銀 同玉 36 銀上 同銀
26銀 同玉 27 銀上 同銀 15銀 同玉 16 銀
同銀 24 銀 同玉 25 銀 同銀 13 銀 同玉
14銀 同銀 22 銀 同玉 23 銀 同銀 31 銀
同玉 32 銀 同銀 42銀 同玉 43 銀 同銀
51銀 同玉 52 銀 同銀 62 銀 同玉 63銀
同銀 71 銀 同玉 72 銀 同玉 81 銀 83 玉
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72銀 同銀 まで 100手

最終図
神無七郎作
成禁協力自王ステイルメイト １００手
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【正解者及びコメント】（正解 5 名：到着順）

香箱さん
最初目がチカチカしたけれど、序盤で２６と３
５の銀を消しておけばあとはすらすらと解けて
心地よい。誤記がありませんように。
☆ 香箱さんの解答は出題当日の 23:59 に到
着。「最も遅い当日解答」というレアな記録を
打ち立てました。
ちなみに、こういう作品では解けていることが
分かれば良いので、誤記はあまり気にしなくて
大丈夫ですよ。

たくぼんさん
初形を見てビックリ。でも解図の方向は分かり
やすいのでとっつきやすい。
とはいえ９手目57銀とやって苦しみました。37
銀から35銀を消去しておけば
あとが流れることがわかり解決。煙詰はいつ解
いても気持ちよいですね。
☆ たくぼんさんの解答は「成禁ですので生の
表記は省略しています」と丁寧な注釈付でし
た。ｆｍの出力でもちゃんと「生」を省略して
くれますし、「成禁」の条件下においては
「生」がない方が棋譜が見易くなるので、むし
ろ推奨の記譜法です。

小峰耕希さん
今日（５日）になってやっとやる気が出て、盤

に並べたのですが、当然ながら駒種を度外視し
ても一組では足りず、マグネット盤付属の駒も
動員したので、盤上には大きさバラバラの駒が
混在（笑）。
しかも「角」や「金」を「銀」と読み替えるの
を忘れて迷走したり（爆）。
ただ目が慣れてからは楽勝。序の伏線（すぐに
57とやらない）がちょっと気が利いてますね。
☆ 今回は駒数が通常より多いので皆さんいろ
いろ工夫をされていたようです。例えば Kifuw
に駒数オーバーオプションとか、未定義駒作成
機能とかあると、PC画面上で駒を動かして確認
できるので、とても嬉しいのですが…。
えっ、自分で作れって？ うーん、実は昔VBで
作ろうとしたことがあったのですが挫折しまし
た。 Kifuw の操作性はとても優秀なので、これ
に匹敵するようなフェアリー用の棋譜管理ソフ
トを作るのは難しいです。

真Ｔさん

初形を見て「純度95.1」を思い出しました。
「純度95.1」は暗算で解けたのですが、同○で
ない手が意表をついて最初の方にあるのではな
いかとか、銀を最短で83または72に運ぶには…
とか考えてしまったために暗算では解けません
でした。
58の銀を連れた趣向手順に気づいてからも26銀
と35銀の消去と収束で苦労して、存分に楽しむ
ことが出来ました。

☆ 前回ややこしい問題を出してしまったせい
か、必要以上に警戒させてしまったみたいです
ね。
「純度95.1」は盤上に駒が増えていくタイプの
作品だったので、その逆を作る計画もあったの
ですが、実現できませんでした。いつか完全に
盤面を埋め尽くす初形からの煙詰も作りたいで
すね。できれば趣向手順を入れて。

瘋癲老人さん
並べるのが億劫でほったらかしでしたが締め切
り間際になったので碁石を並べて考えました。
7 手目から右辺の銀を 3 枚さばいておくところ
が難しい。間に合わないかと思いました。

☆ なるほど、碁石を使うのですか！
うちには碁石はありませんがオセロのセットが
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あるので、これから多量に同種の駒を使うとき
はオセロの駒を使いましょう。これからのフェ
アリー作家・解答者は、碁石かオセロの駒を常
備することが必要ですね！（多分違う）

☆ 出題翌日には解答が２つ到着し出足好調だ
った今回の出題ですが、その後パタリと解答が
途絶えました。「最近のネット出題で解答が集
まらない傾向はここにも現れているなぁ…」と
か思っていたのですが、最終日になって解答が
３通集まり、胸をなでおろしました。
解答者を増やすという意味では、解答・出題の
場所を集約できる「ウェブフェアリーパラダイ
ス」への移転を検討した方が良いと思います
が、そのときには他の出題コーナーとの兼ね合
いで、どういう位置付けでどのような作品を募
集・出題するかという点を明確にしないといけ
ません。当面は、ここに書いた出題稿や結果稿
を転載してもらう形を採り、どのような形で
「ウェブフェアリーパラダイス」へ移転するか
考えたいと思います。

詰 将 棋 メ モ

推理将棋第 12 回出題解答

本稿は、 TETSU さんのご好意により詰将棋メモ
(http://toybox.tea-nifty.com/memo/) より転
載させて頂いております。

推理将棋第１２回出題 タラパパさん特集
担当 ミニベロ

出題日 ： 2008 年 6 月 4 日
解答締切： 2008 年 6 月 20 日

今月は、推理将棋界の重鎮タラパパさんの特集
です。 長いの・短いの・お笑い作・芸術作と
何でも来いの作者ですが、今回は覚えやすい
「オール２条件＆短手数」でお願いしました。
ヒントの意味も込めて、あえて会話部分を長く
しています。豪快な詰め上がりと「軽いいたず
ら」をお楽しみください。

12-1 初級 タラパパ作 逃げたらアカン！
９手

「角頭に打った手が勝因だった」
「９手で詰みか、あの６筋の手は意外だったよ
ね」
「逃げたらアカンよ」
「それって、なんのこと？」

・ ９手で詰み
・ 先手は後手の角頭に駒を打った
・ ６筋の手があった

さて、どんな将棋だったのでしょう。推理して
くださいね。

【出題のことば（担当 ミニベロ）】
♪逃げたら、惨めになるだけ？

推理将棋１２ - １ 解答 担当 ミニベロ

▲７六歩、▽４二飛、▲３三角不成、▽５二
玉、▲４二角不成、▽５五角、▲５六飛、▽６
六角、▲５三飛成 まで９手で詰み
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12-1詰上り図
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４２で飛車を成らずで取って、それを２３に打
って５３に成る、この強烈な紛れ（まさ氏の名
作順）が呪縛となって、肝心の角が移動する順
が見えない。それさえ分かれば「６筋の手があ
った」の意味も理解出来ようというもの。
作者の軽いいたずらに、ちょっぴり考えさせら
れた人もいるだろう。しかしこれで驚いている
ようでは、中級は解けない。

作者（タラパパさん） 「推理将棋の基本中の
基本手筋を応用してみました。後手の最後の２
手は無意味な手なのですが（＾＾； 」

■遊び手の活用は推理将棋の腕の見せ所ともい
えます。

リーグ戦ファンさん 「こんにちは、初めて投
稿いたします。リーグ戦ファン と申します。
私、チェスのプルーフゲーム、特に初形問題が
大好きで、将棋でも初形問題が流行しているこ
とを知り喜んでいます。２０年前に若島正さん
が将棋世界に将棋のプルーフゲームの連載をさ
れていたときにも投稿しておりました。近代将
棋誌を久々に立ち読みして、今日このページに
たどり着きました。楽しい出題たち、もっと早
く知っていればよかった・・・」

■近代将棋は残念でした。でもここはファンの
皆様の支持がある限り大丈夫です。

毎回素敵な作品をご紹介していくつもりで
す。 詰パラの推理将棋と共に、これからも、
おもちゃ箱の推理将棋をよろしく！

リーグ戦ファンさん 「３、２、と、完全限定
の作品だったので、限定になりえない手順は当
初からはずして、と。３２馬で取った飛車を２
３に打ち込み、４３馬で詰む筋が限定になりそ
うだったので、かなりこだわり、時間をロス。
あきらめて限定にならない筋の悪い解を考え始
めて（恥ずかしながら２２角成同銀なんて筋ま
で考えました）もう一度飛車取りの筋に戻った
ら・・・なるほど、縦に使うんですね。６筋っ
て・・・なるほど、最後の角の行き先を限定で
きるのか！ 所要時間約一時間。
実際問題として、将棋の初形プルーフゲームで
は、後手の手順の非限定と、先手の成不成には
それほどこだわらなくてもかまわないと思って
ます（そうでないと、楽しい問題が限定されて
しまう！） 今回は、全問が完全限定ってのが
すごいです。素敵な問題をありがとうございま
した。一つだけ不満は、難易度表示が反対のよ
うな・・・」

■ようこそ、推理将棋の世界へ！
しかし、リーグ戦ファンさんは、こういった

パズルの相当の手練のようですね。
生まれて１年ちょっとの推理将棋は、現在で

は一部例外を除き完全限定前提で行われていま
す。作品数も４００を超え、もうこのスタイル
で定着しているようです。

余詰と作品の難易度は作者には分からない、
というのが定説のようで、それではここの
「上・中・初」はどうやって決めているのか、
ですが、実は担当（ミニベロ）の個人的な振り
分けなんです。

ということは、どんな名作でも私が解けない
と掲載できない、ということです。

ということは、まだまだ物凄い作品がゴロゴ
ロしている、ということなんです。

たけとひでさん 「感想戦ではなさそうなの
で、控室の会話？」

■応援してたのかな。
話違うけど、「悲しい色やね」は、私の１８

番です。♪大阪ベーブルース、野球の歌だった
かな？

S.Kimuraさん 「ぎりぎりまで考えたのです
が， 12-3 は解けたものの，それ以外が解けま
せんでした．」
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■ありがとうございます。初・中が難しかった
とは！ ミスチョイス。

中村雅哉さん 「駒を打つ場所が56とは予想し
にくかった。」

■たまたま私が割とあっさり解けたもんだか
ら、初級に置いてしまいました。

たくぼんさん 「23飛の筋かと思ったの
に・・・」

■それは、まさ作の順で、狙いの紛れ順でもあ
ります。

魚熊さん 「すいません。今回は全く歯が立ち
ませんでした。」

■ウーム、今売り出しの魚熊さんが無解とは、
ちょっと予定外。これに懲りず、また解答よろ
しくお願いします。

けいたんさん 「▽５５角から▽６６角とは！
タラパパさんは遊び手活用の元祖かな？」

■５５にワンクッションさせることで、「角
頭」という条件を発生させています。

Normanさん 「移動した後手角の頭に打つこ
と、６筋の手は66角、それぞれはすぐに浮かび
ましたが、なかなか１つの手順として結びつか
なかった。」

■そこまで見えてて手間取りましたか。

高坂研さん 「解ければあの会話も納得する
が、それまでは手がかりの少なさに苦戦させら
れた。 やはり推理将棋は難しい。」

■これは易しいと思っての初級出題だったんで
すが、推理将棋は難しい。

natsuoさん 「初級のわりには結構難しいか
も。後半の手順を限定させるやり方は他にもい
ろいろありそうですね。」

■角の横とか、後手に持ち駒ありとか、いろい
ろ考えられますね。

【正解：８名】
高坂研さん たくぼんさん たけとひでさん
タラパパさん 中村雅哉さん natsuoさん
Normanさん リーグ戦ファンさん

12-2 中級 タラパパ作 ミスディレクション
１０手

「１０手で詰ませたと聞いたけど」
「駒を成ったのは玉の斜め下に打った角が直後
に成る一手だけで、

持駒を余さずに詰めることができたよ」
「それだけじゃ判らないんだけど」
「これだけで判る筈さ。悩んだらタイトルを見
るといいよ」

・ １０手で詰み
・ 駒を成る手は、玉の斜め下に打った角が直

後に成る一手だけ
・ 終局時、後手に持駒はなかった

どんな手順だったのでしょう。この謎を解き明
かしてくださいね！

【出題のことば（担当 ミニベロ）】
手品師の動いてないほうの手に要注意

推理将棋１２ - ２ 解答 担当 ミニベロ

▲７六歩、▽４二玉、▲３三角不成、▽同玉、
▲６八玉、▽２四玉、▲７八玉、▽３三角打、
▲６八銀、▽８八角成 まで１０手で詰み
12-2詰上り図
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この手順をみて、どういう感想を持たれただろ
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うか。

解説も何も、玉の斜め下に打った角が、直後に
成っただけ。ただ肝心のその玉が５１近辺にい
なかった、というだけの話なのだ。玉が２４に
まで行かなかった、という条件はどこにもない
し、そもそも先手の玉とも後手の玉とも言って
いない。

「ミスディレクション」。優しい作者は、タイ
トルをヒントにしてくれた。「誤誘導」などと
訳されて、手品や推理小説・パズルの世界では
常識のテクニック。観客の先入観や思い込みを
極限まで利用して、ラビリンスへと引きずり込
む。

これを魔術と見るかペテンと見るか、はたまた
トリックなのか。私はこれこそが「推理将棋」
だと思っている。

作者（タラパパさん） 「ある看寿賞作家か
ら、さんざん痛めつけられた意地の悪い手口。
やり過ぎると友人をなくします。」

■誰だか大体想像はつきますが、内緒にしてお
きましょう。

リーグ戦ファンさん 「叙述トリックのミステ
リが大好きなので、題名を見る前、「玉の斜め
下に打った角が直後に成る」と見た途端に、こ
のトリックを真っ先に疑ってしまった自分がか
なり嫌です。実は、正しい筋（先手玉に角打王
手して詰ます）のほうを全然読んでいません。
かなりきわどい筋がありそうですから、出題さ
れる側のチェックは相当に大変なんでしょう
ね。所要時間２分。」

■「グリーン車の子供」と同じ手法なんです
が、これを２分で見破るとは、マジシャン泣か
せの解答者です。

詰将棋と同じ完全限定ルールですので、手順
前後や成り不成りはチェック簡単ですが、全く
違うアプローチにはお手上げです。

勿論余詰はいけないのですが、「過剰防衛の
条件過多はより恥ずかしい」というのも定説の
ようです。

たけとひでさん 「タイトルを見ても、英語が

ワカンナイ。」

■私も辞書で調べて書いとります。

中村雅哉さん 「後手玉の斜め下とは！秀逸な
着想に脱帽。」

■こういういたずらはいいですね。パズルの原
点です。

たくぼんさん 「まさか自王の斜め下と
は・・・まさにミスディレクション！」

■まさかたくぼんさんまでとは・・・。

けいたんさん 「玉の斜め下に敵が打つと思い
込んでいた」

■そのミスディレクションが作者の狙いでし
た。

Normanさん 「そうか後手玉か！ ミスディレ
クションのヒントがあっても全く見えず。完敗
…。」

■この人が解けないと困るんですよね。担当の
想像以上の難問だったのか・・・。

高坂研さん 「先手玉ではなく、後手玉の斜め
後ろだったとは！その可能性には気づいたもの
の、「ありえないな」とすぐに捨ててしまいま
した。完敗です。」

■ミスディレクションを仕掛けている側の人な
のに・・・。

natsuoさん 「タイトルの意味は……後手玉が
あらぬ方向に出かけていくということでしょう
か？」

■実は私も慌てて調べました。
「犯人は体の大きい奴だった」として、男や

大人を連想させる手法らしいです。
オレオレ詐欺とか「消防署の方から来まし

た」の手口もこれかな。

【正解：５名】
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たけとひでさん タラパパさん 中村雅哉さん
natsuoさん リーグ戦ファンさん

12-3 上級 タラパパ作 小金持ち
１１手

「１１手で詰ませて、持駒を５枚も貯めこんだ
って？ ｣
「うん、駒を成る手は最終手だけだったけど
ね」

・ １１手で詰み
・ 終局時、先手の持駒が５枚
・ 駒を成る手は最終手のみ

さて、どんな手順だったのでしょう。推理して
くださいね。

【出題のことば（担当 ミニベロ）】
豪快に取りまくってください

推理将棋１２ - ３ 解答 担当 ミニベロ

▲７六歩、▽４四歩、▲同角、▽４二飛、
▲５三角不成、▽４七飛不成、▲３一角不成、
▽４八飛不成、▲同飛、▽４二金、▲同飛成
まで１１手で詰み

12-3詰上り図
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１１手で５枚ということは、初手は駒を取れな
いから、詰め方は最後まで駒を取り続ける。打
つこともできないので単騎詰を考えるが、成る
手は最終手だけとなるとそれもパス。さんざん
考えさせられて自飛車の出動に思い当たれば、

正解はもうすぐだ。

それにはまず玉方の飛車に、邪魔な４７の歩を
取らせる。さらにその前に、邪魔な４３の歩を
４４で取っておく。これだけ駒が動いて１１手
とは、なんと効率のいい駒さばきだろう。

「成る手は最終手だけ」は、最後６２銀・４１
馬のような順も消していて用心深い。

この作者には他に、「１３手６枚」や「１５手
７枚」という「がめつい奴シリーズ」もある
が、本作は「１１手５枚」なので「小金持ち」
というわけだ。

作者（タラパパさん） 「ミニベロさんのお陰
で生まれた作品。馬による単騎詰か、自陣から
協力駒を連れて来るしかありませんが、単騎詰
11手では４枚取るのが限界のようです。」

■そうか、１１手では自由に成っても単騎で５
枚は無理だったのか。

１５手あれば、７枚取ることは比較的簡単な
んですね。

リーグ戦ファンさん 「すばらしい！ 二手目
の奇想、４４歩が「消去法的に思い受かぶかど
うか」ではなくて、これしかない！と積極的に
発想させるところが素敵。
そもそも、途中手段がロジカルに限定される問
題は大好きです。

（先手は３手目から最後まで駒取しかありえ
なくて、初形から角以外にもう一枚活用させな
いと詰むはずがない）
もう一枚の活用として普通思いつくのは ７７
桂→６５桂→５３桂成で、その筋に１０分くら
いこだわってしまいました。７７桂でなけれ
ば、残るは飛車しかなくて、すると二手目の４
４歩は、それしかない、と、気がつきますね。
所要時間１５分。」

■解説ありがとうございます。
これだけ論理的に解かれれば、作者も満足で

しょう。１５分は速過ぎだけど・・・。

たけとひでさん 「華麗なる捌き、どちらかと
言えば後手の。」
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■バカ詰系ですから、斬られ役が旨くないと。

S.Kimuraさん 「角だけでは駒を 5 枚取っても
詰まないので，飛車を活用することを考えまし
たが，後手の飛車が 3 筋ではなくて 4 筋から来
たのには驚きました．」

■私も最初は３筋を考えました。
４筋のほうが玉が動かなくてもいいので、手

数が節約できるんですね。

中村雅哉さん 「飛の活用はなかなか見えなか
った。簡素な条件に巧みな手順の秀作。」

■私も角で散々な目に会いました。ヘトヘトに
なってやっと飛車の活用に至るも、しばらくは
３筋でウロウロしていました。

たくぼんさん 「48飛生が上手いです。 5 枚も
取れるとは思わなかった。」

■攻め方の最大は手数マイナス１ですから、６
手ある本作では５枚。 後手も取っているので
計６枚。先後合わせて取れる最大枚数は何枚な
のかな？

けいたんさん 「駒取りでも美しく表現できる
んですね。」

■駒取り回数や王手回数は、きつい縛りのよう
で実は親切なヒントでもあります。

Normanさん 「76歩を除き全て駒取り、詰ます
ために飛車の援軍、と考えたらなんとか解けま
した。論理的に解ける好作。」

■これは難しいと思ったのですが、難易度の判
定、間違ってましたかね。

高坂研さん 「 5 連続で駒取りをしなければな
らないのだが、全部角で取るとばかり思い込ん
だために思考が袋小路に。 3 題の中では一番論
理的にアプローチできる作なのに…。これまた
完敗です。」

■私も最初は角でずっと追いかけていました。
natsuoさん 「 3 手目から常に駒を取る必要が
あるため、難易度としては他の 2 問と同じくら

いに感じました。33ではなく、44から駒取りが
始まることに気づくのがポイントですね。」

■通常後手の飛車の活用は３筋ですので、４筋
は最後になってしまいますね。

【正解：８名】

S.Kimuraさん たくぼんさん たけとひでさん
タラパパさん 中村雅哉さん natsuoさん
Normanさん リーグ戦ファンさん

【あとがき】

参りました。担当自信の「タラパパ特集」解答
者激減！ こんな好作ぞろいなのに、もったい
ない！作者にも解答者にも悪いことをしてしま
った。結果として選題ミスでした。
推理将棋の難易度は本当に分からない。
反省して次回は易しい作品を集めましょう。
担当は毎回、いけしゃあしゃあと解説を書いて
いるように見えるが、実は、泥沼を這いずり回
ってやっと正解にたどり着いての選題。
だから、解けたときの喜びを共有し合える皆さ
んの短評が何よりの励みだ。

今後とも、「おもちゃ箱の推理将棋」をよろ
しくお願いします。

７手詰は全手順２９通りであることは周知だ
が、このたび橘氏のご尽力で、８手詰全手順３
４２０通りがすべて解明された。
勿論微細な非限定や手順前後を、すべて別手順
としてみた場合であるが、この中には、詰みま
でに必ず８手必要な順と、７手に無駄手を１手
挟んだ順がある。

しかし１手増えただけで約１１８倍に膨れ上
がるとは、９手・１０手が、短編とはいえ難し
いのも分かるような気がする。

今現在で、MIXI内で発表されている推理将棋
の作品数は４００を超えている。
そのほとんどが１０手前後の短編である。
そして毎日のように新しい作品が生み出されて
いる。推理将棋は、まだ始まったばかりです。



詰 パ ラ ４ 月 号 発 表 中 村 雅 哉 作 プ ル ー フ ゲ ー ム 5 6 手

『ある夜の会話』

7 月のある夜、Ａ県の某有名学習塾の一室
で、二人の男が話しこんでいた。
一人はこの学習塾のカリスマ塾長Ｋ坂氏、もう
一人は彼の詰将棋・推理将棋仲間のＮ村氏であ
る。

Ｋ坂「・・・ところで、先日の推理将棋名人戦
では、挑戦者が勝ったようだね。」

Ｎ村「そうそう。ここに新聞記事があるよ。」

Ｎ村はそういうと、バッグから 1 枚の新聞紙
を取り出した。某全国紙の１面に、終局図が載
っていた。

Ｎ村「新聞記事によると、56手までで挑戦者が
圧勝したんだけど、どうも腑に落ちない
んだ。敗れた名人は終局後の談話で、
『推理将棋名人戦にふさわしい棋譜を残
せて満足している』って言っているんだ
よ。ボロ負けなのに、何でそんなコメン
トになるんだろう。」

Ｋ坂「それは棋譜を見るのが早いんじゃない
か。棋譜は社会面掲載って書いてある
よ。」

Ｎ村「それがうっかり社会面を捨てちゃって、
棋譜がわからないんだよ。」

Ｋ坂「ふーん。」

Ｋ坂は新聞に載った図面を見つめていたが、し
ばらくするとＮ村を見て言った。

Ｋ坂「ひとつ、僕たちでどんな将棋だったか推
理してみようじゃないか。」

Ｎ村「そりゃあ無理だよ。どの駒をいつ動かし
ていつ取ったのか、56手もあるんだから
組み合わせが多すぎて、棋譜を正しく再
現できる確率は極めて低いと思うよ。」

Ｋ坂「まあそう簡単にあきらめるなよ。手掛り
は56手という手数と、盤上と駒台に残っ
た駒しかないけど、良く見ると物言わぬ
駒たちが色々な事を語っているよ。」

Ｎ村「ほう、例えば？」
Ｋ坂「まずは、13の歩だ。先手玉が詰まされて

いるのだから、最終56手目は13歩の王手
以外ありえない。この歩は打ったのか突
いたのか、どっちだと思う？」

Ｎ村「打ったのなら打歩詰で挑戦者の反則負け
なんですけど。」

Ｋ坂「そういう見方もあるけど、もし歩を打っ
たのなら、11香の効きが14玉に直通する
ので歩を打つ前から王手となり、成立し
ない。つまり13歩は12にいた歩を突いた
はずだ。ということは、後手は12へ歩を
打ったことがわかる。」

Ｎ村「そうだね。」
Ｋ坂「次に盤面全体を見てみよう。それぞれ何

枚の駒が取られたと言えるだろうか？」
Ｎ村「先手は盤上に14玉と79金しか残っていな

いから、最初盤上にあった20枚のうち18
枚は取られているね。後手は盤上に22枚
も残っているけど、91香と81桂は間違い
なく取られたと言えるだろう。盤上に桂
は 1 枚だけだし、91香が44や24へは動け
ないからね。」

Ｋ坂「それだけでは検討不足だね。まず、君が
言う通り後手の91香は間違いなく取られ
ているが、盤上にも先手の駒台にも香が
ない。よって、先手はどこかに香を打
ち、後手がその香を取ったはずだ。つま
り、後手は先手の駒を少なくとも18＋ 1
枚で19枚取ったはずだ。また、さっき確
認した通り13の歩は12にあったはずだか
ら、後手の13歩は先手に取られたはず
だ。」

Ｎ村「なるほど。」
Ｋ坂「それに、先手の駒台に金銀桂桂歩がある



ので、今までにわかった91香・81桂・13
歩以外にも、後手は金銀桂を取られた事
になる。」

Ｎ村「21桂が残っているのに桂をもう 1 枚取ら
れたということは、後手はどこかに桂を
打って先手に取られたということか
な。」

Ｋ坂「あるいは、21桂が取られた後そこに桂を
打ち直したかのどちらかだね。ではここ
で後手の持駒をもう一度確認しよう。飛
桂香歩８、全部で11枚だ。後手は少なく
とも19枚の駒を取ったことがわかってい
る。ということは？」

Ｎ村「後手は少なくとも 8 枚は駒を打ったこと
になるね。」

Ｋ坂「その通り。つまり、後手は少なくとも駒
取りに19手、駒打ちに 8 手、合計27手必
要だ。この将棋は56手で終っているの
で、後手は56÷ 2 ＝28手しか指せない。
しかも、後手の最初の手、すなわち 2 手
目は先手の駒を取る事も、もちろん打つ
ことも不可能だ。つまり、後手は 2 手目
に駒取りでも駒打ちでもない手を指した
後は、 4 手目からずっと、駒取りか駒打
ちのいずれかの手を指し続けた事にな
る。手数に余裕がないので、駒取り回数
と駒打ち回数もそれぞれ19手と 8 手に決
定だ。」

Ｎ村「取ったり打ったり忙しいな。」
Ｋ坂「次は先手側だ。持駒は金銀桂桂歩の 5

枚。しかし香を取って打って後手に取り
返された事はわかっているから、少なく
とも 6 枚取って 1 枚打った事はわかって
いる。では、これ以外に駒を取った可能
性はあるだろうか？」

Ｎ村「もし何か取ったとしたら、駒台に残って
いない以上打ったはずだ。とすれば、79
の金か、後手に取り返されたかのいずれ
かだな。」

Ｋ坂「ところが、後手は先手陣の玉金を除く18
枚と打たれた香 1 枚の19枚しか取る余裕
がない。もし79金が打たれた駒なら先手
陣の駒は玉以外の19枚が全て取られた事
になり手数不足だ。つまり、先手が香以
外の駒を打ったことはありえないし、取
った駒も 6 枚に限定される。」

Ｎ村「なんだかややこしくて、頭が混乱してき
たぞ。」

Ｋ坂「そうだね。この辺で、得られた情報を整
理してみよう。」

Ｋ坂はそう言うと、部屋の中にあったホワイト
ボードに近付くと、わかった事を書き出し始め
た。

情報Ａ：後手は 4 手目（後手の 2 手目）以降、
全て駒取りか駒打ちの着手だった。

取った駒は先手陣の玉と金 1 枚を除く
全ての駒18枚、及び香の19枚だっ
た。

情報Ｂ：先手が取った駒は金銀桂桂香歩の 6
枚、打った駒はこのうち香 1 枚だけ
だった。

取った歩は 1 筋の歩だった。

Ｎ村「なるほど。こうやってわかった事を書き
出してみると、僕にも見えてきた事があ
るよ。」

Ｋ坂「ほう、他に何に気が付いた？」
Ｎ村「情報Ｂから、２～９筋の歩を先手が取っ

たことはない。ということは、２～９筋
の歩はどれも初形の位置に居る以上、全
く動いていないことがわかる。それに11
香が打った駒なら、元いた11香は先手に
取られたはずだけど、情報Ｂから先手は
1 枚しか香は取れなくて、これは明らか
に91香だ。よって11香も動いていな
い。」

Ｋ坂「なかなか良い点に気付いたね。」

Ｋ坂はホワイトボードに書き足した。

情報Ｃ：後手陣の 2 筋から 9 筋の歩及び11香
は、初形から動いていない。

Ｋ坂「そろそろ見える範囲で指し手を特定して
いこうか。わかった手を書き出していこ
う。」

Ｋ坂はそう言うと、部屋の片隅からもう１台の
ホワイトボードを運んできた。

Ｋ坂「 1 手目から58手目と書いても良いが、そ
れぞれの指し手を別々に考える事になり
そうだから、先手・後手それぞれの指し
手に番号を振ろう。先手の指した28手



は、最初から順にＳ 1 ～Ｓ28、後手の指
し手はＧ 1 ～Ｇ28だ。つまり、Ｇ28は最
終手の13歩になる。」

Ｋ坂はボードに縦一列にＳ 1 ～Ｓ28、少し間を
空けて同じく縦１列にＧ 1 ～Ｇ28と書き出し、
Ｇ28の横に「13歩」と書き込んだ。

Ｋ坂「では、最初から始めようか。先手の初
手、Ｓ 1 は何だろう。言うまでもない
が、ポイントは情報Ａだ。後手の 2 手
目、つまりＧ 2 は駒を取らねばならな
い。」

Ｎ村「じゃあ、Ｓ 1 ＝76歩と突いて、Ｓ 2 ＝33
角成と突撃するか。これならＧ 2 ＝同角
と取れるぜ。」

Ｋ坂「君はさっき、情報Ｃを自分で言い出した
じゃないか。33の歩を取ってどうするん
だ。」

Ｎ村「おっと、そうだった。となると・・・。
2 ～ 9 筋の歩が動けない以上、後手は１
筋で駒を取ったとしか考えられないな。
ということは・・・。」

Ｋ坂「もうわかっただろう。Ｓ 1 ＝16歩、Ｇ 1
＝14歩、Ｓ 2 ＝15歩、Ｇ 2 ＝同歩以外あ
りえない。」

Ｎ村「情報ＣからＳ 3 ＝15同香、Ｇ 3 ＝15同香
とは指せないから、Ｓ 3 ＝16香、Ｇ 3 ＝
同歩か。」

Ｋ坂「ピンポン！」
Ｎ村「ということは、必然的に、Ｓ 4 ＝17桂、

Ｇ 4 ＝同歩成に決まるぞ。」
Ｋ坂「細かく言えば、Ｇ 4 ＝同歩不成の可能性

があるけどね。ちょっと一息入れよう
か。」

Ｋ坂はＳ 1 ～Ｓ 4 、Ｇ 1 ～Ｇ 4 の手順をボー
ドに書き込んだ後、コーヒーを入れに行った。

10分ほどのコーヒーブレイクの後、手順探し
がまた始まった。今度は、どこから探してきた
のか机の上に将棋盤が広げられ、Ｇ 4 までの局
面が並べられている。

Ｋ坂「今度は、この局面からどうやって後手陣
の91香～61金の 4 枚が消えたのか推理し
てみようじゃないか。」

Ｎ村「情報Ｃで歩が突けない以上、少なくとも
91香・81桂はこの場で取られたとしか考

えられないな。」
Ｋ坂「そうだね。では、その取った駒はどこか

ら来たんだろう。」

Ｎ村「…変だな。後手陣は93～23の歩と22角、
21桂の壁に囲まれて先手駒が侵入するル
ートがない。よって駒を打って91～61の
駒を取りに行くしかない。打てる駒は情
報Ｂから香だけだ。しかしその香は91に
ある！これじゃあ八方ふさがりじゃない
か！」

Ｋ坂「よく考えろよ。確かに壁はあるが、穴が
開いていて後から塞いだ可能性はないか
い？」

Ｎ村「先手が壁の穴を開けるためには駒を取っ
たはずだ。情報Ｂから、取れる駒は６つ
だけ。金銀桂香は壁の内側にある。13歩
はもう取った。とすると、残りは・・・
21の桂か！」

Ｋ坂「その通り。後手陣右翼の金銀桂香を取る
には、先手は13～12～21～32のルートで
後手陣に侵入し、その駒で取りに行かね
ばならない。」

Ｎ村「ちょっと待った！よく考えると、そうと
ばかりは言い切れないぜ、明智君。」

Ｋ坂「Ｋ坂ですけど。」
Ｎ村「確かに先手は21桂以外の壁の駒を取れな

いが、後手が自発的に動かして修復可能
な箇所が 1 箇所ある。22の角だ。例えば
先手駒が何か12へ侵入した後、後手が13
へ角を移動し、12の駒で右翼の金銀桂香
を取りに行った後、後手は22へ角を戻
す。この可能性は残っているぜ。」

Ｋ坂「なかなか鋭い点を突いてきたな。」



Ｎ村「まあね。いつも言われっ放しじゃ悔しい
からね。」

Ｋ坂「君の言う手順が成立するか否かはひとま
ず置いて、はっきりしたことは、91香～
61金を取りに行くために、先手の自陣に
あった駒が12方面から侵入した、という
ことだ。では、その駒は何か考えてみよ
う。

もしその駒が銀だったとすると、12銀
～21銀生～32銀成～42成銀と進んでいけ
るが、そこで王手になってしまう。情報
Ａより、後手はその駒を取るしかないの
で、右翼の駒を取る前に消えてしまう。
金でも馬でも、全て同じ理屈だ。

ということは、唯一12方面から入って
91～61方面に辿り着けるのは何か？」

Ｎ村「明らかに、飛か龍しかないね。途中で王
手を掛けずに72まで行ける。」

Ｋ坂「その通り。飛か龍が72まで行けば、71
銀・81桂・91香は問題なく取れる。残る
問題は61金をどう取るかだ。」

Ｎ村「何が問題なんだ？61龍と取るだけじゃな
いのか？」

Ｋ坂「話はそう単純じゃない。けど、その前に
1 つ大事な点を考えておこう。最終手13
歩も情報Ａから駒取りだ。では、ここで
取った駒は何か？」

Ｎ村「その駒は後手の駒台に残っているはずだ
から、飛桂香歩のどれかのはずだね。」

Ｋ坂「そうだ。そして、G4までに先手の17歩・
19香・29桂は盤上から消えている。情報
Ａから香以外の駒は打てない。つまり13
で取られた駒は、28にもと居た飛か、91
に居た香を先手が打ったものか、いずれ
かしかありえない。」

Ｎ村「可能性は２つだけか。」
Ｋ坂「これを覚えておいて、話を61金の取り方

に戻そうか。61金を取った駒は飛又は龍
か、それ以外の駒かの２通りで、取った
場所も61かそれ以外の場所かの２通りし
かない。」

Ｋ坂はそう言うと、先ほど書いた情報Ｃの下
に、場合分けを書き出した。

＜61金の取り方＞ 次の①～④のどれか。
① 飛で、61で取った
② 飛以外の駒で、61で取った

③ 飛で、61以外で取った
④ 飛以外の駒で、61以外で取った

Ｎ村「当たり前の事を書き出しただけじゃない
か。」

Ｋ坂「では、①から考えよう。この場合明らか
に61金を取った手が王手で、情報Ａから
後手は同玉と取り返す。よって飛が消え
たので13で最後に取られた駒は香だ。と
ころで、このままでは玉が61に居るので
51に戻る手が必要だが、情報Ａからこの
手は駒取りのはずだ。先手は唯一打てる
香は13で取らせるので、51で取らせる駒
は自陣に居た何かになる。」

Ｎ村「なるほど。」
Ｋ坂「次に②だが、先手陣の飛以外の駒が王手

を掛けずに61へ近付くことは出来ないの
で、61金を取るには香を打つ必要があ
る。ということは、13で取られた駒は香
ではあり得ないので、飛か龍だ。する
と、61香成か成香、同玉とした後51へ玉
を戻すために、やはり先手は自陣の駒を
何か51へ進める必要がある。

③はどうか。61以外という事は、61金
が駒を取って別の場所、つまり52・62・
72・71のどこかへ動いたはずだ。しか
し、これらの場所に飛以外の先手陣の駒
が王手を掛けずに近付く事はできないの
は明らかだ。よって、先手は香を打って
これらの場所で取らせて、飛か龍で取り
返した事になる。よって、13で取られた
駒はやはり飛か龍になる。

最後に④だが、金を取る位置におびき
寄せる手、その金を取る手どちらも先手
陣の飛以外の駒では役に立たないので、
飛を捨てておびき寄せ、香を打ってその
金を取りに行くしかない。しかしこれで
は13に飛も香も持って来れないので、最
終手に取らせる駒がなく、成立しない。
④は却下だ。今言った事をまとめてみよ
う。」

Ｋ坂はそう言うと、先ほどの④を消し、①～③
を次のように修正した。

＜61金の取り方と、その時の駒の残し方＞
以下の①②③のどれか。

① 61飛（龍）、同玉と61金を取った後、自陣



の駒が51へ行き同玉と取らせた。
13で取られた駒は香（成香）。

② 61香成（成香）、同玉と61金を取った後、
自陣の駒が51へ行き同玉と取らせた。13で
取られた駒は飛（龍）。

③ 61の周囲に香を打ち金で取らせそれを飛
（龍）で取った。13で取られた駒は飛
（龍）。

Ｋ坂「では、君がさっき指摘した、22角が移動
して飛の侵入ルートを作ったという可能
性が成り立つのか考えてみよう。言うま
でもなく、角が13へ動くのも、その後22
へ戻るのもどちらも駒を取る手だ。しか
し、61金の取られ方①②③のどの場合で
も飛や香をこの角移動のために取らせる
事はできない。よって、先手は自陣の駒
2 枚を13と22へ移動させねばならな
い。」

Ｎ村「そうだね。可能性としては88角や39銀、
49金あたりかな。」

Ｋ坂「最短手数を考えてみよう。19香・29桂は
Ｇ 4 までに取られて使えないから、一番
足が早い角を22へ、 1 筋へ一番近い39銀
を13へ移動したとする。他の障害物が一
切ないとすれば、88角は79・13・22の 3
手で22へ、39銀は28・17・16・15・14・
13の 6 手で13へ到達できる。合計 9 手
だ。」

Ｎ村「以外に早かったな。」
Ｋ坂「そうかな？ではそれ以外に先手が指さね

ばならない手を数えてみよう。61金の取
り方①②③にかかわらず必要な手とし
て、Ｓ 1 ～Ｓ 4 までの 4 手、69金が79に
動く 1 手、玉が59から14に行くのに 5
手、合計10手必要だ。先手が指せる手数
は、56÷ 2 ＝28手だ。このうち 9 ＋10＝
19手はすでに使ってしまい、残るは 9 手
だ。あと①～③でそれぞれ何手必要か
な？」

Ｎ村「まず①は、と…。28飛が銀桂香を取って
から61で金を取るまでに、18・12・72・
71・81・91・61で 7 手だな。あと自陣の
駒が51へ行くのに…。」

Ｋ坂「考えるまでもなく手数不足だ。②も飛が
龍になり銀桂香を取って13へ戻るには、
18・12・72・81・91・71・72・12・13で
9 手掛かり、手数不足で51へ自陣駒を送

る余裕はない。
最後の③が一番ましだが、考え方は②と
同じだ。龍が13へ戻るのに 9 手掛かるの
で、香が打てない。

つまり、どの条件も成立しないので、
22角を動かして侵入する事は不可能だ。
よって、先手の飛は12飛成～21龍～32龍
～72龍と、桂を取りながら侵入した事が
わかった。11香は取れない事が情報Ｃよ
り明らかだからね。ここまでは良いか
な？」

Ｎ村「認めるよ。そんなに勝ち誇った顔をしな
くてもいいとは思うけどね。」

Ｋ坂「へっへっへ。まあいいじゃないか。で
は、61金を取った手段は①②③のどれ
か、順番にチェックしてみよう。まず①
②③共通の必要手として、さっきと同じ
ように考えると、序盤の 4 手、金移動 1
手、玉移動 5 手で10手だ。残りは18手に
なる。」

Ｎ村「今度はかなり余裕があるな。」
Ｋ坂「①の場合、龍が61金を取るのに、18・

12・21・32・72・71・81・91・61で 9
手、13で取られる香を打つのに 1 手、合
計10手掛かる。残り 18-10 ＝ 8 手で、自
陣の駒を51へ持っていかねばならない。
銀を使うのは、28・17・16・15・14・
13・12・21・32・42・51で11手掛かり手
数オーバーだ。ということは、…。」

Ｎ村「角しかないな。79銀と57歩が消えていれ
ば、79・13・12・21・32・42・51の 7 手
で行けるから、 1 手余裕があるよ。ある
いは、77歩さえ消えてば55・46・13・
12・21・32・42・51と行く事もできる。
こっちは 8 手で余裕なしのぴったりだけ
どね。」

Ｋ坂「ところが、一見うまくいきそうだけど、
そうは問屋が卸さないんだ。いいかい、
先手が駒を動かしている間、後手はひた
すら駒を取るか打つかしなければならな
い。特に九段目の金銀をどう取るかが問
題だ。G4までの局面で後手が取った駒は
桂香歩だが、桂は21へ、香は24か44へ、
歩は12へ打つのが明らかで、どちらも金
銀を取る役には立たない。つまり、少な
くとも金銀を最初に取った駒は17のと金
としか考えられない。」



Ｋ坂はそう言うと、机の上に並べてあった図を
以下の様に並べ替えた。

Ｋ坂「先手の手だけ進めて、玉も駒を取りなが
らの移動の邪魔にならないように25まで
動いたものとしたが、要はこういった形
で、どう17とで金銀を取るかが問題
だ。」

Ｎ村「このままじゃ駒を取り続けながら九段目
に行く事は不可能だ。少なくとも 1 手、
例えば98香と指せば17～97・98・89・
79・69と片方は取れるな。」

Ｋ坂「それでは39銀が取り残される。少なくと
も銀は39銀・79銀の両方を取れなきゃダ
メだ。片方を取るのに 1 手使って 7 段目
と 9 段目を繋げば、それで指せる手は無
くなる。もう一方を取ることは出来ない
んだ。つまり、27歩～97歩をＡブロッ
ク、49金・39銀をＢブロック、69金～99
香をＣブロックとして、この独立した３
つのブロックに 1 回（ 1 手）橋を架ける
だけで全部行こうとするようなもので、
明らかに不可能だ。」

Ｎ村「確かに17とで全部回るのは無理だけど、
79銀を取ってそれを打って39銀や49金を
取る事も考えられるじゃないか？」

Ｋ坂「そうはいかない。例えば39や49で駒を取
った銀は、最終的には26か36に戻らねば
ならない。でもそのためには駒を取りな
がら動く必要がある。最初に79銀を取る
のに余裕手を使いきって先手は何も指せ
ないのだから、26や36に先手の駒がいた
はずがない。」

Ｎ村「うーむ。その通りだ。」
Ｋ坂「つまり、①は成立しないんだ。次は②を

見てみよう。28飛が13龍と戻るまで、
18・12・21・72・81・91・71・72・32・
21・12・13で12手、香で61金を取るのに
62香・61香成の 2 手、先手陣の最速の駒
の角が51へ行くのに79・13・12・21・
32・42・51で 7 手、合計12＋ 2 ＋ 7 ＝21
手掛かる。18手しか余裕がないので明ら
かに手数オーバーで、②も成立しない。
よって、残された可能性は③しかない事
が明らかになった。」

Ｎ村「かなり絞り込めたな。」
Ｋ坂「では、③で香を打った場所はどこだろう

か？」
Ｎ村「そのくらい僕にも出来るぜ。とにかく王

手になると王手を掛けた駒を後手が取ら
なければならなくなってまずい、という
のは前に出てきたからな。金が動ける場
所は71、72、62、52の 4 箇所で、そのう
ち龍で取られて王手にならない場所はた
った一つ、72だ。」

Ｋ坂「ご名答。この辺で整理をしておこう
か。」

Ｋ坂はそう言うと、先ほど書いた①～③を消し
て、以下の通り書き直した。

情報Ｄ：先手の飛が12飛成～21龍～32龍と侵入
し、71銀・81桂・91香を取り、このう
ち香は72に打って金で取りそれを龍で
取り返した。最終的にこの龍は13に戻
り最終手で取られた。

Ｋ坂「さて次は、72香と打った時、先手の龍は
どこにいたか推理しよう。」

Ｎ村「手順の効率を考えれば、72龍で81、91、
71の順に桂香銀を取り、72香、同金、同
龍とするのが一番早そうだな。」

Ｋ坂「71に龍がいたら、72香に同金と取ったら
王様を素抜かれてゲームオーバーだ
よ。」

Ｎ村「そっか・・・。うっかりしていたな。81
でも同じ事だし、62、52、42では龍で王
手が掛かった状態になってしまうし、可
能性は32しか残っていないな。」

Ｋ坂「その通り。という事は、先手の龍は32か
ら72へ行き、銀桂香を取って、72から32



へ戻り、72香と打ち金で取らせて龍で取
り返してからまた32へ戻り、21龍～12龍
～13龍と動いたわけだ。では、銀桂香の
取り方は特定できるだろうか？」

Ｎ村「72から出て72へ戻るわけだろ。71龍、81
龍、91龍とすると、72へ戻るのに81か71
へ戻る必要があるのでもう 2 手掛かる
な。81龍、91龍、71龍の順で取れば 1 手
で72へ戻れる。この順が最短だな。」

Ｋ坂「ピンポン。現時点では最短手を選ばねば
ならないかどうか判明していないけど、
ひとまず最短手順を選ぶとしたらその通
りだ。ここまでの手順を、仮にＳ 5 から
入れてみよう。」

Ｋ坂はそう言うと、以下の手順をＳ 5 から書き
込み始めた。

18飛、12飛成、21龍、32龍、72龍、81龍、91
龍、71龍、72龍、32龍、72香、72同龍、32龍、
21龍、12龍、13龍（合計16手）

Ｋ坂「これで仮想Ｓ 5 ～Ｓ20までの16手が入っ
たな。あと先手が指せるのはＳ28までの
8 手だけだが、59玉が14へ動くのに 5 手
は必要だからあと 3 手残る。あとは79へ
の金移動だけど、厳密に考えれば69金を
79金とすれば 1 手、49金が79金まで移動
するのは 3 手。いまの時点ではどちらも
成立し得る。」

Ｎ村「さっきの銀桂香の取り方も含めてね。」
Ｋ坂「では、この79金の問題に決着を付けよう

か。どうせへそ曲がりの君はこの金は49
にあったと主張するんだろうが、それが
成立しないことを説明しよう。」

Ｎ村「49金だったはずだとは一言も言っていま
せんけど。」

Ｋ坂「君の心を読んだのさ。さて、49から79へ
移動するには 3 手かかる、すると、Ｓ21
～28までの 8 手は、金移動 3 手と玉移動
5 手で使いきり、他の駒は一切動かせな
い。」

そういうとＫ坂は、机上の盤面を以下の様に作
り直した。

Ｋ坂「先手陣の39銀がどうやって取られたか考
えてみよう。さっき①の検討でやったの

と同じ要領だ。59の玉は駒を取る事も取
られることもできない駒だから、14に消
えておいてもらう。28の飛は最終形の13
龍まで進めておこう。さて、先手の駒は
もう49金が79へ動く以外は動けない。ど
うやってこの形から39銀が取れる？」

Ｎ村「無理だな。39銀は孤立している。取れっ
こない。」

Ｋ坂「そう。余裕手がない限り取れっこない。
つまり、49金が79へ動いた可能性はな
い。よって、79金は69金が寄ったものだ
が、その場合でも余裕手は最大 2 手しか
ない。」

Ｎ村「どうせそうだろうと思ったよ。」
Ｋ坂「では次は、先手陣の駒がどう取られてい

ったか推理しよう。ポイントはやはり49
金・39銀の孤立ブロックだね。後手はこ
の金銀を何で取ったのか？」

Ｎ村「17のと金で取ったとしか考えられないだ
ろう？他に考えられるのは79銀を取って
それを打って、という順だけど、打った
銀は36か26に駒を取りながら戻ったはず
だけど、79銀を取るまでに27歩や37歩は
消えているし、先手は情報ＡとＤからも
う駒を打てないので26や36に駒がいた事
はありえない。」

Ｋ坂「その通りだ。では、どうやって取るか。
見ての通り、と金はまっすぐ歩を取りな
がら左辺に向かえば、88角、99香、89
桂、79銀と一通り取れるが、49金や39銀
が取り残される。しかも、終着点の79と
49を結ぶラインには、最後まで残る69金
が頑張っている。39銀や49金を 2 手で79



とに取られる位置まで持っていくのは無
理だ。よって、39銀や49金は左辺に移動
する途中で取らせねばならない。」

Ｎ村「なるほど。だんだん仕掛けが見えてきた
ぞ。途中で取る、という事は、取った後
また７段目に戻ってきて残りの歩や左辺
の角銀桂香を取って行かねばならない、
という事だな。とすると、例えば 1 手使
って49金を38に上がって、27と～38と～
39と、という具合に取らせるのではダメ
だ。39から７段目に戻ってくる事が出来
ない。」

Ｋ坂「その通り！また、そのケースで27と～38
と～37と～47と、という具合に金だけ取
って７段目に戻っても、銀が取り残され
てしまう。つまり、残りの余裕手２手を
使って、39銀・49金を８段目に上げ、そ
こで取らせてから再び歩を取って７段目
に戻る、というテクニックが必要なん
だ。

では、その手順はどうすれば良いか考
えてみよう。」

Ｋ坂はそう言うと、再びＧ 4 まで進めた局面に
並べ直した。

Ｋ坂「ではここからは考えられる組み合わせを
チェックして、うまく金銀を取りながら
左辺にと金が移動できる手順を探してみ
よう。」

Ｎ村「ポイントは、48や58に金銀が行く形はマ
ズイ、という点かな。同とが王手になっ
て、玉で取ると台無しだし、逃げる手は
指す余裕がない。とすると、金銀２枚を

８段目で捨てられるのは28と38しかない
な。つまり、28銀・38金の形しかあり得
ない。」

Ｋ坂「だんだん調子が出てきたじゃないか。あ
とは、飛を寄る手・12へ行く手とのタイ
ミングの問題だけだ。ちょっと書き出し
てみよう。」

Ｋ坂は、手順を書き出していた方のホワイトボ
ードの余白に、組み合わせを書き始めた。

① 18飛、27と、12飛成、37と、38金、同と、
28銀、同と、21龍、… 失敗。

② 18飛、27と、12飛成、37と、28銀、同と、
38金、同と、21龍、… 失敗。

③ 18飛、27と、38金、同と、28銀、同と、12
飛成、… 失敗。

④ 18飛、27と、28銀、同と、38金、同と、12
飛成、37と、21龍、47と、…成功！

⑤ 18飛、27と、28銀、37と、38金、28と、12
飛成、38と、21龍、… 失敗。

⑥ 38金、27と、18飛、38と、28銀、同と、12
飛成、… 失敗。

Ｋ坂「以上の通りだ。金銀を上がるタイミング
が遅くなると①②のように７段目に戻れ
ない。唯一の可能性は、27～28～38～39
と動けるよう、27との前に28飛を18へ寄
って、ぎりぎり27とが37へ行く前に28銀
を指すしかない。④が唯一の手段だ。」

Ｎ村「そういう事か…。 9 段目の駒はどの順で
取ったのかな？」

Ｋ坂「先手には79金と玉の移動以外指せる手は
ない。盤上に後手のと金が残っていない
以上、金か玉の動きの中でこのと金を取
らねばならない。明らかにと金の最終位
置は79で、それを69金が取ったんだ。つ
まり、と金の97からの移動は、97～88～
99～89～79の順だ。」

Ｎ村「先手の余裕手 2 手をぴったり使いきって
ぎりぎり成立していると言う事は、71
銀・81桂・91香の取り方も81・91・71の
順に限定されるという事だね。」

Ｋ坂「そういう事だ。」

Ｋ坂はまた、ボードに得られた情報を書き込ん
だ。



情報Ｅ： 後手の16歩は、17歩成以下、27、
28、38、37、47、57、67、77、87、
97、88、99、89、79と移動した後、
先手の69金が79金と寄る際に取られ
た。

情報Ｆ： 先手陣の駒（59玉・28飛・69金以
外）は全て上記と金で取られた。

情報Ｇ： 先手飛（龍）の軌跡は、18・12・
21・32・72・81・91・71・72・32・
72・32・21・12・13の順。

Ｋ坂「いよいよ大詰めだな。お互い、殆どの指
し手が明らかになった。あとわかってい
ないのは、59玉が14玉へ移動したルート
だけだ。最短 5 手で計算してぎりぎりだ
ったのだから、寄り道している暇はな
い。すると、次のどれかのルートを通る
しかない。」

Ｋ坂は先ほど書いた28銀・38銀の取り方を検討
した①～⑥の手順を消し、新たに 5 つの手順を
書き出した。

① 59玉→48玉→37玉→26玉→15玉→14玉
② 59玉→48玉→37玉→26玉→25玉→14玉
③ 59玉→48玉→37玉→36玉→25玉→14玉
④ 59玉→48玉→47玉→36玉→25玉→14玉
⑤ 59玉→58玉→47玉→36玉→25玉→14玉

Ｋ坂「さあ、最後の仕上げの推理の前に、もう
一度コーヒーブレイクにしようか。」

Ｎ村「賛成。腰を落として、慎重に掛からない
とね。」

２度目のコーヒーブレイクの後、Ｋ坂は隣の部
屋から３台目のホワイトボードを運び込んでき
た。

Ｋ坂「では、先手と後手、それぞれの指した手
を書き出してみよう」

Ｋ坂はそう言うと、新しいボードに以下のよう
に整理して行った。

（１） 先手の指し手（Ｓ 1 ～Ｓ28）
（イ） 初手～13龍まで （Ｓ 1 ～Ｓ 4 、

仮想Ｓ 5 ～仮想Ｓ20。 合計20
手）

（ロ） 39銀、49金の移動 （ 2 手）
（ハ） 69金→79金の移動 （ 1 手）
（ニ） 59玉→14玉の移動 （①～⑤のい

ずれか。 合計 5 手）
以上合計 20＋ 2 ＋ 1 ＋ 5 ＝28手

（２） 後手の指し手（Ｇ 1 ～Ｇ28）
（イ）13歩の移動 （Ｇ 1 ～Ｇ 4 、及び情

報Ｌの14手。 合計18手）
（ロ）72香を同金と取った手 （ 1 手）
（ハ）盤上への駒打ち （32角、69金、26

銀、36銀、21桂、24香、44香、12
歩。 8 手）

（ニ）最終13歩 （ 1 手）
以上合計 18＋ 1 ＋ 8 ＋ 1 ＝28手

Ｋ坂「これで指された手は殆どわかった。あと
はこれをＳ 1 ～Ｓ28、Ｇ 1 ～Ｇ28に正し
く埋め込めば終了だ。では、今度は逆に
詰上がりから追っかけてみよう。」

Ｎ村「任せてくれ。最終手Ｇ28は13歩だ。」
Ｋ坂「もう書いてありますけど。」
Ｎ村「おっとそうだったか。その前のＳ28は

と・・・。動かす対象の駒13龍、79金、
14玉のうち、13龍は12から、79金は69か
ら来たことがわかっているけど、12と69
にはどちらも後手の駒がある。よって直
前に12や69から動いたことはあり得ない
ので、Ｓ28は玉を動かす手だった事は明
らかだな。つまりＳ28＝14玉だ。玉が14
へ動いてくるルートは、①～⑤のいずれ
かので、直前の指し手は15玉→14玉か、
25玉→14玉しかあり得ない。このうち、
もし25から14へ動いて来たとすると、Ｓ
28を指す時点で、先手玉には24香と36銀
の両王手が掛かっていた事になる。これ
はルール上あり得ないな。」

Ｋ坂「その通り。Ｇ27が24香であれ36銀であ
れ、それを指す時点でもう一方の駒で既
に王手になっていたわけだから、ルール
違反だ。よって、Ｓ28＝14玉（15から）
であることがわかる。従って、玉の移動
ルートは、唯一15を通る①である事もこ
れでわかった。では次、Ｇ27行ってみよ
う。」

Ｎ村「これは簡単だ。Ｇ27＝26銀以外ありえな
い。他の手だったとしたら、その手を指
すまでもなく王手が掛かっていたことに
なり、反則だ。」



Ｋ坂「その通り。ではＳ27は？」
Ｎ村「状況はＳ28の時と変わってないぜ。13龍

も79金も動いたはずがない。おまけに玉
の動きは①から前の位置は26だと分かっ
ている。答えはＳ27＝15玉（26から）
だ。」

Ｋ坂「いいぞ。続けて行ってみよう。」
Ｎ村「Ｇ26はＧ27とおなじ理屈で、王手を掛け

た手しかあり得ない。Ｇ26＝24香だ。
Ｓ26はＳ28と同じ理屈で、玉移動以外あ
り得ない。Ｓ26＝26玉（37から）だ。

以下同じ要領で、Ｇ25＝36銀、Ｓ25＝
37玉、Ｇ24＝44香、Ｓ24＝48玉、Ｇ23＝
69金に決定するな。

ここで玉を動く手は使い切ったけど、
やっと69金が消えてくれて、先手の金が
戻せる状態になった。13龍はまだ動かせ
ないから、Ｓ23＝79金に決定だ。

その前のＧ22は、と・・・。12歩・21
桂・32角・79とのどれかのはずだな。」

Ｋ坂「その前のＳ22は何だったか考えれ
ば・・・」

Ｎ村「皆まで言うな。今説明しようと思ってい
たんだ。

玉、金の動く手は全て使ったから、残
るのは龍の動きだけだ。つまり、Ｓ22＝
13龍で、これは12から動いて来たもの
だ。つまり、龍が動いた直後に出来た12
の空所へ、今歩を打った以外あり得な
い。Ｇ22＝12歩、Ｓ22＝13龍だ。
同様に考えれば、Ｓ21＝12龍で、必然的
にＧ21＝21桂になる。同じく、Ｓ20＝21
龍で、Ｇ20＝32角になる。
先ほど書いた仮想手順では13龍がＳ20だ
ったが、実はＳ22であることがわかっ
た。 2 手のずれは、途中で28銀・38金の
2 手を入れなければならなかったからだ
な。」

Ｋ坂「素晴らしい。わかっているじゃないか。
ここまで来ればもう終ったも同じだ。最
後まで仕上げてくれ。」

Ｋ坂はＮ村の解読した手順をボードのＳ21～Ｇ
28の部分に書き込みながら、Ｎ村を促した。

Ｎ村「ＯＫ。さっき39銀、49金の動きを推理し
た中で、Ｓ 5 ＝18飛、Ｇ 5 ＝27と、Ｓ 6
＝28銀、Ｇ 6 ＝同と、Ｓ 7 ＝38金、Ｇ 7

＝同と、Ｓ 8 ＝12飛成、Ｇ 8 ＝37と、と
いうところまでは明らかにした。このあ
と、Ｓ 9 ～Ｓ20までの手順は一本道で、
手順前後の余地はない。唯一の破調は72
香打ちで、これも72龍が32へ戻ってすぐ
に打たねばならないので、手順前後して
別のタイミングで打つ事は不可能だ。あ
とは、後手の手順はひたすらと金で駒を
取りながら、唯一先手が72香と打った瞬
間に同金と取るだけだ。すぐに取らない
と先手が次の72同龍と指せないからね。
よって、手順は全て限定された。」

Ｎ村はそう宣言すると、Ｋ坂と一緒にボードに
書き込み始めた。

先手の指し手 後手の指し手
Ｓ 1 16歩 Ｇ 1 14 歩
Ｓ 2 15歩 Ｇ 2 同 歩
Ｓ 3 16香 Ｇ 3 同 歩
Ｓ 4 17桂 Ｇ 4 同 歩 成
Ｓ 5 18飛 Ｇ 5 27 と
Ｓ 6 28銀 Ｇ 6 同 と
Ｓ 7 38金 Ｇ 7 同 と
Ｓ 8 12飛成 Ｇ 8 37 と
Ｓ 9 21龍 Ｇ 9 47 と
Ｓ10 32龍 Ｇ10 57 と
Ｓ11 72龍 Ｇ11 67 と
Ｓ12 81龍 Ｇ12 77 と
Ｓ13 91龍 Ｇ13 87 と
Ｓ14 71龍 Ｇ14 97 と
Ｓ15 72龍 Ｇ15 88 と
Ｓ16 32龍 Ｇ16 99 と
Ｓ17 72香 Ｇ17 同 金
Ｓ18 同龍 Ｇ18 89 と
Ｓ19 32龍 Ｇ19 79 と
Ｓ20 21龍 Ｇ20 32 角
Ｓ21 12龍 Ｇ21 21 桂
Ｓ22 13龍 Ｇ22 12 歩
Ｓ23 79金 Ｇ23 69 金
Ｓ24 48玉 Ｇ24 44 香
Ｓ25 37玉 Ｇ25 36 銀
Ｓ26 26玉 Ｇ26 24 香
Ｓ27 15玉 Ｇ27 26 銀
Ｓ28 14玉 Ｇ28 13 歩



Ｋ坂「Ｑ．Ｅ．Ｄ．（証明終わり）・・・」

二人ともしばらく、虚脱状態で声がなかった。
やがて、Ｎ村が思い出したように口を開いた。

Ｎ村「名人の『推理将棋名人戦にふさわしい棋
譜』というコメントの意味がやっとわか
ったよ。盤上の駒だけで手順を完全限定
させるとは、確かに推理将棋名人の譜に
ふさわしい。」

Ｋ坂「恐るべき技量だね。名人はおそらく、 2
手目14歩と突かれた時点で自分の負けを
読みきったんだ。あとはどうやって名人
にふさわしい棋譜を残すか、その答が 3
手目15歩からの突撃だったんだね。」

Ｎ村「それに応えた挑戦者の技術もまた素晴ら
しいじゃないか。それに、Ｇ18（36手
目）で89と、と指した時点で、もし次に
名人にＳ19＝61金と打たれていたら、挑
戦者の負けだったんだぜ。名人の15歩を
敗北宣言と見抜き、相互の信頼があれば
こそ成立した棋譜だ。」

Ｋ坂「それを言うなら、 G11 （22手目）に48金
と打てばそこで勝負ありだったわけだけ
どね。
おっと、もうこんな時間か。今日は名人
の棋譜を肴に、うまい酒が飲めそうだ。
そろそろいつもの店に行こう。」

二人は連れ立って、なじみの居酒屋へと向かっ
た。

（完）

なお、当作品に登場する人物・団体は、いかな
る実在人物・団体とも無関係です。

【作者よりコメント】

本作の狙いは「論理的に解ける長編」でし
た。よって、手順の証明ができて初めて創作の
終了と考えていましたが、これが結構難物でし
た。本稿はその「手順の証明」を読み物風にま
とめたものです。

作意手順を見つけるだけなら龍を 21 経由で

使うと分かった時点ですぐ見えると思います
が、それが絶対である事を証明するには、回り
くどい場合分けをせざるを得ませんでした。き
っと、もっとエレガントな証明手順があると思
いますが、非才な作者には見えませんでした。

証明が面倒で普通に箇条書きして整理してい
ると途中でやる気がしなくなりそうだったの
で、少しでもやる気が出るように、と単に自分
の遊びで会話調のまとめをしてみました。よっ
て、公開は全く考えていなかったのですが、た
くぼんさんの要請とご好意により、公開するこ
とになりました。

なお、本文は詰パラ投稿時のものより圧縮し
ています。これは長すぎると（まだ十分長いで
すが・・・）読んで下さる方が少ないと考えた
ためです。証明としてはかなり省略箇所が多く
（例えば、 61 金を王手で取ったら同玉とせざ
るを得ない、とした箇所など、厳密にはそう断
定するにはその証明が必要です）稚拙ですが、
読み物としてご笑覧頂ければ幸いです。あまり
「ここがおかしい」とか厳しい指摘をしないで
頂けると嬉しいです（笑）。

★今年４月の詰備会会場にて、平井さんとこの
プルーフゲームを解いた際、帰りの車中でお読
み下さいと頂いたのが、Ａ４サイズで２１ペー
ジにも亘る投稿原稿でした。ビールを飲んだ後
でしたので論理的な説明はほとんど頭にははい
りませんでしたが、手順証明を楽しめる読み物
として纏められておりこんなに面白く読み応え
がある文章を読んだのは久しぶりと思うほどで
した。

詰パラ７月号に本作品の解答・解説が載って
いるのを見てやや物足りなさを感じたのは、こ
の投稿原稿を知っていたからでしょう。

そこで是非この原稿を皆さんに読んでいただ
きたいと考え作者にお願いしましたところ快く
承諾頂き、おまけにＷＦＰ向けに改稿までして
もらえるという望外のお申し出を受けました。
中村さんには心より感謝申し上げます。ありが
とうございました。ともあれこの名稿がたくさ
んの人に読んでもらえると言うことは喜ばしい
ことで、本作を超える作品の誕生の礎になれば
これほど嬉しいことはありません。



Messigny ば か 詰 入 門 ･ ･ 1
たくぼん

えらそうに Messigny ばか詰入門と謳ったが
私も初心者である。つまり「初心者の私と一緒
に勉強していきましょう。」というわけです。
全体構成も考えず、思い付きで進めていきます
がそこのところは大目に見てね。

まずはルールを確認しましょう。ルール内
容はプロパラを参考にさせていただいておりま
す。

【 Messigny 】

１ 盤上に置かれている双方の同種の駒（玉を
含む。成駒は別種の駒として区別する）
は、 1 手でその位置を交換することがで
きる。

２ 交換するときに駒を裏返すことは出来な
い。

３ 行き所のない駒や、二歩が発生するような
交換は禁手。

４ ｘとｙの位置にある駒を交換する着手を、
ｙ / ｘで表す。（ * ）

* はプロパラとは異なります。詳細は後述。

（注）実はプロパラでは、この他に、「相手が
駒を入れ替えた直後の手番に駒を入れ替えるこ
とを禁ずる」（欧州ルール）と「直前の局面に
戻す手を禁ずる」（日本ルール）というルール
も書かれてる。いちいち○○ルールと明記する
のもちょっと煩わしいところもあり、詰上図を
見ただけではそれが詰んでいるかどうかを判断
できない場合も想定される。（図）
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図では持駒を使って32金と打ったのであれば
11/32 金で逃れることになるが、先手の11金が
後手の32金と交換された（11金 /32 金）のであ
れば日本ルール欧州ルールとも詰みとなる。
つまり図だけでは判断できないわけで手順も確
認が必要となる。

結局いろいろ考えた挙句、当入門編ではばか
詰でもあり、日本・欧州ルールの両方ともルー
ルとしないことにしたいと思う。最終手に交換
の手が採用できないというマイナスの部分はあ
るが、広く知っていただくためには分かりやす
さが大事ではないかと思うからだ。

ルールが統一されないというのはまずいかも
しれないが、慣れてきたら各ルールに自ずから
対応できるのではないかと思います。このあた
りご意見があればお聞きしたいと思います。

次に表記の部分を分かりやすく説明しておきま
しょう。実はこの部分もややこしいことになっ
ています。まずプロパラに書かれている表記方
法です。

左下の図を、先手が32金と持駒を打った局面と
します。この時、後手が11金と32金を交換して
王手を防いだ手の表記方法は、

「 11/32 金」 と書きます。

交換する自駒がいる位置 / 交換する相手駒が
いる位置 駒種

とこれがプロパラに書かれている表記方法です
が、現在交換するタイプでもう一つ PWC という
ルールがあります。

PWC ルールの表記方法は全く逆で、この場合
「 32/11 金」と書きます。同じ交換系のルール
で表記方法が逆と言うのはややこしいことこの
上ありません。実際たくぼんの解図日記で解答
募集した際の解答者からの表記方法は、ほとん
どが PWC の表記方法でした。

というわけで当入門編では表記方法を現在の
PWC ルールと同様の方式を採用しようと思いま
す。

交換する相手がいる位置 / 交換する自駒がい
る位置 駒種



という形式になります。プロパラと異なると
言うのは問題がありますが、今後調整できれば
と思います。（プロパラ解答の際は気をつけて
ください）
改めて表記方法を説明すると、
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11金と32金を交換したのなら、 32/11 金
51金と32金を交換したのなら、 32/51 金
となります。

ではルール１にいきます。

１ 盤上に置かれている双方の同種の駒（玉を
含む。成駒は別種の駒として区別する）
は、 1 手でその位置を交換することがで
きる。
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図を見てください。先手は22飛成や23飛成の
ように普通に王手をかけることも出来ますし、
16角と22角を交換（表記は 16/22 角）して王手
をかけることが出来ます。ただし、成駒と生駒
は別の駒として区別されますので26飛と12龍を
交換することは出来ません。

玉も例外ではなく交換が出来ます。図では先

手から交換するのは13玉が自玉に王手をかける
手になりますので禁手ですが、この図が後手の
手番だとすると、 13/15 玉で相手玉に王手をか
けることが出来ます。Messignyばか詰では双玉
に面白い手筋がたくさんありそうな気がしま
す。皆さん是非新手筋を探してみてください。

次にルール２と３にいきます。

２ 交換するときに駒を裏返すことは出来な
い。

３ 行き所のない駒や、二歩が発生するような
交換は禁手。

図で説明します。
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図で先手の27歩と後手の23歩を交換するとしま
しょう（表記は 27/23 歩）。この時に先手の27
の歩が23に行くからといって成る事は出来ませ
ん。後手も同様です。これがルール２。
次に17歩と23歩を交換しようとすると27歩の存
在で23歩が二歩になりますのでこの交換はする
ことが出来ません（禁手）。

また38桂と34桂を交換しようとするのも後手
の桂が38に来て行き所のない駒となる為、これ
も交換することは出来ません。これがルール
３。
まあ分かりやすいといえば分かりやすいです
ね。ここまでお分かり頂けましたか？

おっとここでページが無くなってしまいまし
た。次回はいろいろな手筋を披露していきまし
ょう。こんな手筋がありますよという方、簡単
な例題を是非私までお送り下さい。よろしくお
願いします。



Messigny ば か 詰

ここではたくぼんの解図日記にて解答募集さ
れたMessignyばか詰を紹介します。

１ ． ２ ０ ０ ８年６月２ ８日発表
伊達 悠作 Messigny ばか詰 ５手
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【作意】

92角 83飛 64飛 64/83 飛 85飛成
迄 5 手

【作者コメント】

いやー最近は本当に両王手の素材が自分のとこ
ろに転がってきます ( 笑 )
このルール、中々に発展性がありそうなルール
であるような気がします。最終手王様を交換す
る関係での限定打とか。もうちょっと色々とい
じくってみたいと思います。

★最近両王手ものを相次いで発表している作者
ですので、解答者の皆さんも想像がついたか
な？

★ Messigny というルールはまだ調べていない
のですが、面白い手順（趣向）が出来そうな気
がしています。
入門編を書けという声も上がってきそうです
が、 FM で対応できるようになるまで待った方
がよさそうです。
日本ルールと欧州ルールの件は、ばか詰に関し
ていえば共に無い方が良いかも知れません。

作意はとても詰むとは思えない形から、
Messigny ルールをうまく使い、
92 角＆ 83 飛の形を構築しています。 64 を
埋める手と相まって無駄ない手順です。ばか詰
よりもっと効率良く舞台造りが出来るんです
ね。

それでは解答者の声を聞いてみましょう。

１番乗りは勿論この方、

橋本孝治さん
形から両王手と見当が付くので解き易かった

です。 このルールはキルケ系と似た味があり
ますが、「直前の局面に戻す手を禁ずる」とい
う設定がいかにも人工的で嫌ですね。攻防系で
はなく協力系での使用に向いているルールに思
えます。

★ちょっと私には難しいところですね。

続いては今一番旬なこの方、

武紀之さん
解図時間３分程。プロパラで解いていたのが

活きたようです。限定打・限定中合をあっさり
と表現していて巧い！ ヒントの意味を解答か
ら推察しますと、伊達さんといえば両王手とい
うことでしょうか。

★武さんには是非フェアリー詰将棋創作をお願
いしたいですね。

続いては解答強豪のこの方、

香箱さん
遠打で合駒を発生させ、ルールを生かして邪

魔駒化し、最後は両王手、攻方２枚の詰上が
り。間然するところなし。

★実に的確に本作を評されています。

続いては推理将棋担当でおなじみのこの方

高坂研さん
最初のコメントで誤植ではないかなどとご指

摘してしまい、スミマセン。
大駒が成れるのを忘れていました（笑）。



この作を見た瞬間思い出した作品を、参考まで
に紹介します。

若島正（ Problem Paradise Issue no.12 ）
バカ詰 （５手、 All-in-Shogi ）

b) 持駒 飛→角

ちなみに、 All-in-Shogi というのは、以下のよ
うなルールです。

双方とも、自分の手番のときに相手の駒を動か
すこともできる。敵玉を王手がかかる位置に動
かしてもいいし、敵の持駒を打ってもいい。た
だし、双方とも 1 手前の局面に戻すような着手
は禁手とする。

★皆さん是非考えてみてください。

次は若手ばか詰作家のこの方、

赤土陽一さん
ルールから考えて、合い駒で飛か角を発生さ

せればいいことにきづければ、あとはわかりや
すいですね。 messigny では合い駒で移動先を
作るのはなかなか面白いですね。
こういう軽快な作品をみると、私も余裕があれ
ば、作ってみようかなという気になっちゃいま
すね。

★よろしくお願いします。

最後はは同じ受験生のこの方、

洞江元太さん
３手目の限定打がうまい。

★洞江さんからは１作投稿を頂きました。検討
（ある意味かなりややこしい）が終われば第２
弾で出題します。

★解答者６名全員正解でした。解答頂いた方あ
りがとうございました。

早 詰 発 見 ！

先日、橋本孝治さんよりメールが届き、昨年
５月と６月に開催した第 1 、 2 回最悪詰作品展
の長編２作に早詰が発見されたとのこと。

橋本「最新のWorst1.exeのテストのため、第
１回最悪詰作品展の作品を解かせていたとこ
ろ、たくぼんさんの作品（第 16 番 83 手詰）
に 75 手の早詰が見つかりました。 20 手目に
27 同玉とするのではなく 38 玉として、中央
から上段に入り込むというなかなか強引な手順
で、実はまだ変化をきちんと確認してはいない
のですが、直感的には成立していそうに思いま
す。 第１回最悪詰作品展で余詰が見つかった
のはこの作だけで、他の作については最新の
Worst1.exeで完全性が確認されています。」

第１回最悪詰作品展 16 番
たくぼん作 最悪詰 83 手
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【作意順】

88銀 同と 89 金 同玉 79 金 同玉
69金 同玉 59 金 同玉 58 と 同玉
57飛 同玉 47 と 同玉 37 と 同玉
27と 同玉 16 馬 同玉 15 飛 27 玉
17飛 38 玉 37 飛 49 玉 39 飛 58 玉
59飛 67 玉 57 飛 78 玉 77 飛 89 玉
79飛 98 玉 99 飛 87 玉 97 飛 78 玉
77飛 69 玉 79 飛 58 玉 59 飛 47 玉
57飛 38 玉 37 飛 29 玉 39 飛 18 玉
19飛 27 玉 17 飛 同玉 18 歩 16 玉
17歩 15 玉 16 歩 14 玉 15 歩 13 玉
14歩 22 玉 13 歩成 31 玉 22 と 42 玉
32と 52 玉 42 と 62 玉 52 と 72 玉
62と 82 玉 72 と 93 玉 84 と 迄 83 手

【早詰順】

88銀 同と 89 金 同玉 79 金 同玉
69金 同玉 59 金 同玉 58 と 同玉
57飛 同玉 47 と 同玉 37 と 同玉
27と 38 玉 37 と 39 玉 38 と 49 玉
39と 59 玉 49 と 同玉 16 馬 27 銀
同馬 59 玉 49 馬 同歩成 48 銀 同桂右成
55飛 69 玉 59 飛 78 玉 79 飛 87 玉
77飛 98 玉 97 飛 89 玉 99 飛 78 玉
79飛 67 玉 77 飛 56 玉 57 飛 45 玉
55飛 34 玉 35 飛 43 玉 45 飛 44 と
同飛 同玉 45 歩 43 玉 44 歩 52 玉
43歩成 62 玉 52 と 72 玉 62 と 82 玉
72と 93 玉 84 と まで 75 手

たくぼん「忙しくて変化をまだ確認していませ
んが、この順はまさに想定外恐れ入りました。
最悪詰は検討が大変ですので仕方ないか
も・・・パワーアップしたWorst1.exeに協力を
お願いするしかありません。」

★そして翌日再びメールが・・・。

橋本孝治「あの後、第 2 回最悪詰作品展第
14 番（自作）にも早詰が見つかりました。」

★第２回でトリを飾った、持ち歩が邪魔駒に
なるという素晴らしい作品にも横槍が入った
んですね。短編ならまだ何とかなるのです
が、中長編は本当に完全にするのが難しいで
すね。紛れを残そうと思うとなかなか大変で
す。

第２回最悪詰作品展 14 番
神無七郎作 最悪詰 77 手
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【作意順】

17歩 15 玉 16 歩 14 玉 15 歩 13 玉
14歩 23 玉 13 歩成 24 玉 14 と 25 玉
15と 26 玉 16 と 27 玉 17 と 28 玉
18と 同玉 19 歩 17 玉 18 歩 16 玉
17歩 15 玉 16 歩 14 玉 15 歩 13 玉
14歩 23 玉 13 歩成 24 玉 14 と 25 玉
15と 26 玉 16 と 27 玉 17 と 28 玉
18と 29 玉 19 と 39 玉 29 と 49 玉
39と 59 玉 49 と 68 玉 59 と 79 玉
69と 同玉 87 角 78 金 同角 59 玉
69金 49 玉 59 金 39 玉 49 金 29 玉
39金 同金 56 角 38 金 同角 39 玉
49金 28 玉 39 金 19 玉 29 金 まで
77手

【早詰順】

17歩 15 玉 16 歩 14 玉 15 歩 13 玉
14歩 23 玉 13 歩成 24 玉 14 と 25 玉
15と 35 玉 25 と 44 玉 35 と 33 玉
24と 44 玉 34 と 同玉 89 角 78 歩
35歩 45 玉 78 角 44 玉 45 歩 33 玉
34歩 23 玉 33 歩成 24 玉 34 と 25 玉
35と 26 玉 36 と 27 玉 37 と 28 玉
38と 19 玉 29 金 同玉 28 と 19 玉
18と 同玉 19 歩 29 玉 56 角 38 金
同角 39 玉 49 金 28 玉 39 金 19 玉
29金 まで 61 手

結果発表時、隅の老人Ｂさんの解答（ 67
手解）は誤解扱いでしたが、合っているか
もしれないので、精査した方が良いでしょ



う。修正は可能だとは思いますが、完全性
の確認が一仕事になりそうですね。

というわけで隅の老人 Bさんの解答を見直
します（下記手順）と、ほぼ早詰順に準じ
ておりました。（後半やや乱れはあります
が、早詰順の中の話なので・・・）よって
正解とさせていただきます。大変失礼致し
ました。

【隅の老人 Bさん解答手順】

17歩打 15 玉 16 歩 14 玉 15 歩 13 玉
14歩 23 玉 13 歩成 24 玉 14と 25 玉
15と 35 玉 25 と 44 玉 35 と 33 玉
44と 24 玉 34 と 同玉 89 角 78 歩合
35歩打 45 玉 78 角 44 玉 45 歩打 33 玉
34歩 23 玉 33 歩成 24 玉 34 と 25 玉
35と 26 玉 36 と 27玉 37 と 28 玉
38と 19 玉 29 金打 同玉 28 と 39 玉
38と 29 玉 28 と 39 玉 38 と 29 玉
28と 39 玉 38 と 29 玉 39 と 19 玉
29と 同玉 56 角 38 金合 同角 19 玉
29金打 迄 67 手詰

橋本「なお『第 2 回最悪詰作品展』は、この作
と千日手を利用した２題以外は全検が終了し、
完全性が確認されています。」

★確認作業ご苦労様でした。今月中にはパワー
アップした最悪詰検討ソフトWorst1.exeがお披
露目されるとの事。楽しみです。

★最後にこのコメントが・・・

橋本「妙な形でウェブフェアリーパラダイスに
ネタを提供してしまったかも…」

★ネタ頂きました・・（笑）・・・が当事者 2
名の作品が早詰とは・・・トホホ

解 答 募 集 締 切 一 覧

ネットでのフェアリー詰将棋の解答募集締切一
覧です。締切日が早いもの順です。解答先は
各々異なりますのでお間違えにないように。

7 月 20 日 ( 日 )

詰将棋メモ 推理将棋第13回出題
* 推理将棋３題

7 月 28 日 ( 月 )

Fairy of the Forest （ 九州G ） #16

* 協力詰５題

7 月 31 日 ( 木 )

おもちゃ箱 展示室
* アンチキルケ協力詰１題
* 協力詰１題

8 月 2 日 ( 土 )

Onsite Fairy Mate 137 回出題

* 協力詰１題

8 月 17 日 ( 日 )

Jigsaw Box #3

* いろいろなルール９題
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